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一　

石
渠
閣
補
刻
本
に
関
わ
る
従
来
の
議
論

　

『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
毀
誉
褒
貶
に

さ
ら
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
鄭
振
鐸
の
主
導
の
下
、
王
利
器
と
呉

曉
鈴
が
校
訂
を
加
え
て
、
北
京
人
民
出
版
社
か
ら
一
九
五
四
年
に
刊

行
さ
れ
た
『
水
滸
全
傳
』
の
影
響
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
こ
の

書
の
序
文
で
鄭
振
鐸
は
、
自
身
が
第
五
十
一
回
か
ら
第
五
十
五
回
ま

で
を
所
蔵
す
る
版
本
を
「
武
定
侯
郭
勛
刻
本
」
と
し
、
こ
れ
が
現
存

最
古
の
刊
本
だ
が
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
た
め
、
そ
れ
に
次
い
で

古
い
「
明
萬
暦
十
七
年
己
丑
（
一
五
八
九
年
）
天
都
外
臣
（
汪
道
昆
）

序
刻
本
」
を
底
本
と
し
て
使
用
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
天
都

外
臣
序
刻
本
」
こ
そ
、
石
渠
閣
補
刻
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
な
お
、

鄭
振
鐸
も
同
刊
本
に
つ
い
て
は
、「
其
中
不
少
篇
頁
、
是
清
康
煕
間

石
渠
閣
補
刻
的
。
有
的
補
刻
篇
頁
、
似
更
在
其
後
。
在
那
些
補
刻
的

篇
頁
中
、
還
没
有
多
大
的
竄
改
之
跡
、
可
能
補
刻
時
還
是
根
據
一
部

初
印
本
的
（
そ
の
中
の
多
く
の
葉
は
、
清
の
康
煕
年
間
に
石
渠
閣
が
補
刻

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
部
の
補
刻
葉
は
、
更
に
後
の
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
そ
れ
ら
補
刻
葉
の
中
に
は
、
大
き
な
改
変
の
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

補
刻
し
た
時
に
は
初
印
本
に
基
づ
い
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
）」
と
、
石

渠
閣
の
補
刻
葉
を
多
数
含
む
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

　

白
話
文
学
研
究
の
権
威
で
あ
り
、
国
家
的
重
要
人
物
で
あ
っ
た
鄭

振
鐸
の
発
言
だ
け
に
、
こ
の
記
述
は
大
き
な
影
響
を
持
ち
続
け
た
。

し
か
し
、
次
第
に
こ
れ
を
疑
問
視
す
る
意
見
が
出
始
め
た
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
高
島
俊
男
氏
が
「
水
滸
傳
『
石
渠
閣
補
刊
本
』
研
究

序
説
」
で
述
べ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
詳
細
は
同
論
文
に
委
ね
る
と

し
て
、
こ
こ
で
は
高
島
氏
の
所
説
の
要
点
の
み
を
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
鄭
振
鐸
が
自
身
の
所
蔵
す
る
残
本
を
「
武
定
侯
郭
勛
刊

本
」、
つ
ま
り
記
録
に
残
る
限
り
最
も
古
い
刊
本
で
あ
る
武
定
侯
郭

勛
（
一
四
七
五
～
一
五
四
二
）
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
版
本
（
以
下

「
郭
武
定
本
」
と
呼
ぶ
）
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
た
こ
と
に
は
根
拠
が

①
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な
い
。

　

次
に
「
天
都
外
臣
序
刻
本
」
に
つ
い
て
は
、
一
九
八
三
年
八
月
二

日
の
『
光
明
日
報
』
に
掲
載
さ
れ
た
呉
曉
鈴
「
漫
談
天
都
外
臣
序
本

《
忠
義
水
滸
傳
》
─
雙
棔
掇
瑣
之
四
」
を
あ
げ
て
、「
萬
暦
己
丑
孟

冬
天
都
外
臣
撰
」
と
さ
れ
て
き
た
序
（「
水
滸
傳
叙
」）
末
尾
の
一
行

が
、
実
は
切
り
取
ら
れ
て
端
し
か
見
え
な
い
も
の
か
ら
憶
測
に
よ
っ

て
復
元
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
更
に
聶
紺
弩
氏
が
こ
の
序

文
の
内
容
は
周
亮
工
『
書
影
』
や
全
傳
本
に
附
さ
れ
た
「
發
凡
」
の

切
り
貼
り
か
ら
で
き
て
い
る
と
論
じ
て
い
る
こ
と
を
支
持
し
て
、
序

文
は
清
代
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
石
渠
閣
補
刻
本
が
天
都
外

臣
序
本
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
。

　

石
渠
閣
補
刻
本
に
つ
い
て
は
、
原
本
を
見
て
い
な
い
以
上
、
鄭
振

鐸
ら
の
『
水
滸
全
傳
』
校
勘
記
に
依
拠
し
て
推
定
す
る
し
か
な
い
が
、

「
模
糊
」
な
部
分
が
非
常
に
多
く
、
数
行
に
わ
た
っ
て
ほ
と
ん
ど
読

み
取
れ
な
い
部
分
も
あ
る
ら
し
い
こ
と
、
各
巻
（
全
巻
で
は
な
い
）

巻
首
に
あ
る
と
い
う
「
李
卓
吾
評
閲
」
は
前
後
と
字
体
が
異
な
る
と

記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
石
渠
閣
よ
り
後
の
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
、
ま
た
補
刻
部
分
の
版
心
に
あ
る

「
石
渠
閣
補
」
と
い
う
文
字
を
削
り
落
と
し
た
形
跡
が
あ
る
こ
と
、

第
八
十
八
回
に
全
く
異
な
る
体
裁
の
葉
が
あ
る
と
校
記
に
あ
る
こ
と

か
ら
、「
明
萬
暦
年
間
に
あ
る
書
肆
が
刊
刻
し
相
当
使
用
し
て
か
な

り
傷
ん
だ
原
板
を
、
清
初
に
石
渠
閣
が
手
に
入
れ
、
補
刊
し
て
用

い
」、
そ
の
後
も
何
度
も
補
刊
が
繰
り
返
さ
れ
た
本
と
す
る
。

　

も
う
一
人
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
の
は
馬
幼
垣
氏
で

あ
る
。
馬
氏
は
石
渠
閣
補
刻
本
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
、

「
問
題
重
重
的
所
謂
天
都
外
臣
序
本
《
水
滸
傳
》」（『
水
滸
二
論
』

〔
三
聯
書
店
二
〇
〇
七
〕
一
〇
〇
～
一
一
三
頁
）
に
お
い
て
こ
の
問
題
に

つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　

馬
氏
の
結
論
は
簡
単
な
も
の
で
あ
る
。
馬
氏
は
、
高
島
氏
同
様
に

排
印
本
『
水
滸
全
傳
』
を
批
判
し
た
上
で
、
補
刻
の
多
さ
（
合
計
三

百
十
九
葉
半
）
と
「
模
糊
」
な
文
字
（
三
十
八
葉
分
）
の
数
値
（
こ
れ

は
馬
氏
が
あ
げ
る
数
で
あ
る
。
正
確
な
数
値
に
つ
い
て
は
、
本
誌
掲
載
の
上

原
究
一
・
荒
木
達
雄
両
氏
の
論
文
を
参
照
）
を
あ
げ
、「
這
箇
千
瘡
百
孔

的
本
子
根
本
就
不
値
得
我
們
理
會
（
こ
ん
な
傷
だ
ら
け
の
本
は
全
く
相

手
に
す
る
に
値
し
な
い
）」
と
切
り
捨
て
て
い
る
。

　

こ
こ
か
ら
看
て
取
れ
る
の
は
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
研
究
が
排
印
本

②
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『
水
滸
全
傳
』
と
常
に
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。

石
渠
閣
補
刻
本
の
重
要
性
を
強
調
す
る
た
め
に
、
鄭
振
鐸
ら
が
は
っ

き
り
見
え
な
い
「
天
都
外
臣
」
に
つ
い
て
強
弁
し
た
こ
と
、
そ
の
後

も
本
文
を
公
開
し
な
か
っ
た
こ
と
が
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
に
決
定
的
な

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
植
え
付
け
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

と
は
い
え
、
高
島
氏
の
議
論
は
、
当
時
目
に
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
資
料
の
限
り
に
お
い
て
最
善
の
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
原
本

に
基
づ
か
ず
、
校
注
の
み
に
依
拠
し
て
議
論
し
て
い
る
た
め
、
不
十

分
な
点
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
致
し
方
な
い
こ
と
と
し
か
い
い
よ
う
が

な
い
。
一
方
的
に
無
価
値
と
決
め
つ
け
る
こ
と
な
く
、
結
び
で
「
石

渠
閣
補
刊
本
、
お
よ
び
未
公
開
の
容
與
堂
諸
本
の
影
印
本
刊
行
が
待

た
れ
る
。
そ
れ
を
得
て
、
石
渠
閣
補
刊
本
原
刊
部
分
の
位
置
づ
け
は

さ
ら
に
明
確
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
の
は
、
ま
こ
と
に
適
切

な
意
見
で
あ
る
。

　

一
方
、
馬
幼
垣
氏
の
議
論
に
は
問
題
が
多
い
。
馬
氏
は
、
さ
き
に

ふ
れ
た
鄭
振
鐸
旧
蔵
の
残
本
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
「
嘉
靖
本
」（
現
在

は
鄭
氏
旧
蔵
の
第
五
十
一
～
第
五
十
五
回
に
第
四
十
七
～
第
四
十
九
回
を
加

え
て
中
国
国
家
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
に
つ
い
て
、
さ
ほ
ど
の
根

拠
も
な
く
「
劣
極
的
垃
圾
本
（
劣
悪
極
ま
り
な
い
ゴ
ミ
本
）」
と
い
う

評
価
を
下
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
荒
木
達
雄
氏
が
述
べ
る
よ

う
に
、
明
ら
か
に
不
適
切
な
見
解
で
あ
り
、
嘉
靖
本
は
ミ
ス
の
多
い

テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
容
與
堂
本
よ
り
早
い
時
期
の
本
文
を
伝
え

て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
馬
氏
は
補
刻
の
多
さ
、
文
字
の

「
模
糊
」
を
も
っ
て
石
渠
閣
補
刻
本
の
価
値
を
否
定
す
る
が
、
補
刻

の
内
容
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
骨
董
的
価
値
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本

文
研
究
に
お
け
る
こ
の
版
本
の
価
値
は
決
し
て
減
じ
な
い
こ
と
に
な

る
。

　

馬
氏
は
「
翻
刻
書
籍
并
無
不
許
改
動
或
規
定
改
動
程
度
的
限
制
、

若
非
祖
本
和
翻
刻
之
本
并
存
、
何
由
判
断
翻
刻
之
本
確
忠
于
祖
本
？

容
與
堂
本
和
鍾
批
本
雖
同
属
一
系
統
（
都
後
置
閻
婆
惜
故
事
）、
不
就

分
別
不
少
嗎
？
（
書
籍
を
翻
刻
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
改
変
を
許
さ
な
い
、

も
し
く
は
改
変
程
度
の
制
限
を
規
定
す
る
と
い
う
も
の
で
は
全
く
な
い
の
で

あ
っ
て
、
祖
本
と
翻
刻
本
が
と
も
に
現
存
す
る
の
で
な
け
れ
ば
、
翻
刻
本
が

祖
本
に
忠
実
で
あ
る
と
判
断
す
る
手
だ
て
は
な
い
。
容
與
堂
本
と
鍾
批
本

〔
鍾
伯
敬
批
評
四
知
館
本
の
こ
と
〕
は
同
一
系
統
に
属
し
て
は
い
る
が
〔
と

⑤

⑥

⑦
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も
に
閻
婆
惜
の
こ
と
を
後
に
置
く
〕、
多
く
の
違
い
が
あ
る
で
は
な
い
か
）」

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
容
與
堂
本
と
四
知
館
本
の
間
に
「
分
別
不
少
」

と
い
う
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
建
陽
楊
氏
が
刊
行
し
た
四
知
館
本
は
、

容
與
堂
本
の
非
常
に
忠
実
な
翻
刻
で
あ
る
。
建
陽
の
刊
本
と
し
て
は

例
外
的
と
い
っ
て
よ
い
高
い
水
準
を
持
ち
、
覆
刻
で
は
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
文
字
の
異
同
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
誤
字
脱
字
も
極
め
て

少
な
い
。
た
だ
、
一
致
す
る
の
は
天
理
図
書
館
蔵
の
「
容
與
堂
本
」

（
実
際
の
刊
行
者
は
容
與
堂
で
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
）
で
あ
っ
て
、

一
般
に
影
印
が
流
布
し
て
い
る
中
国
国
家
図
書
館
藏
本
と
は
少
数
な

が
ら
異
同
が
あ
る
。
馬
氏
の
こ
の
叙
述
は
、
本
文
校
勘
を
行
わ
ず
に

論
じ
て
い
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
石
渠
閣
補
刻
本
に
つ

い
て
も
同
様
で
あ
り
、
馬
氏
が
問
題
に
し
て
い
る
の
は
す
べ
て
外
形

上
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
入
手
し
て
い
な
が
ら
、

本
文
に
つ
い
て
は
全
く
問
題
に
し
て
い
な
い
。

　

近
年
に
な
っ
て
、
更
に
石
渠
閣
補
刻
本
に
関
す
る
新
た
な
研
究
が

出
現
し
た
。
氏
岡
真
士
氏
の
「
石
渠
閣
補
刊
本
《
水
滸
》
平
議
」

（『
信
州
大
学
人
文
科
学
論
集
』
四
〔
二
〇
一
七
年
三
月
〕。
以
下
「
氏
岡
論

文
」
と
略
称
）
と
荒
木
達
雄
氏
の
「
石
渠
閣
出
版
活
動
和
《
水
滸

傳
》
之
補
刻
」（《
漢
學
研
究
》
第
三
十
五
巻
第
三
期
〔
二
〇
一
七
年
九

月
〕）
で
あ
る
。

　

氏
岡
氏
は
、
後
に
ふ
れ
る
よ
う
に
、
嘉
靖
本
と
の
関
係
を
中
心
に
、

他
の
刊
本
と
の
関
わ
り
も
踏
ま
え
て
馬
幼
垣
氏
の
意
見
を
否
定
し
、

補
刻
部
分
に
も
か
な
り
の
信
頼
性
が
あ
る
と
す
る
。
氏
岡
氏
は
お
そ

ら
く
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
を
詳
細
に
調
査
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、

そ
の
見
解
に
は
説
得
力
が
あ
る
。
詳
し
く
は
後
文
で
ふ
れ
た
い
。
一

方
荒
木
氏
の
見
解
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
（
原
文
中
国
語
）。

「
馬
教
授
は
補
修
ゆ
え
に
信
頼
で
き
な
い
と
す
る
が
、
補
修
部
分
の

出
処
と
信
頼
性
も
改
め
て
問
題
に
す
る
に
値
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

序
文
・
補
刻
・
発
見
過
程
と
い
っ
た
外
部
要
因
だ
け
で
軽
々
し
く
テ

キ
ス
ト
自
体
の
研
究
価
値
を
否
定
す
べ
き
で
は
な
い
」。
そ
の
上
で
、

石
渠
閣
が
明
末
清
初
に
入
手
し
た
版
木
を
も
と
に
補
修
を
加
え
て
刊

行
す
る
こ
と
に
よ
り
出
版
事
業
を
展
開
し
て
き
た
書
坊
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
際
に
は
原
本
に
忠
実
に
覆
刻
し
て
い
た
こ
と
を
論
じ
、
さ
ま
ざ

ま
な
刊
行
の
過
程
を
想
定
し
た
上
で
、
最
終
段
階
に
つ
い
て
は
、

「
こ
の
時
石
渠
閣
は
他
本
を
参
照
せ
ず
、
原
本
の
み
に
依
拠
し
て
補

刻
を
進
め
た
可
能
性
が
非
常
に
高
い
」
と
す
る
。
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問
題
は
、
補
刻
葉
が
原
本
に
忠
実
な
覆
刻
で
あ
る
か
と
い
う
点
に

あ
る
。
そ
の
上
で
、
石
渠
閣
補
刻
本
の
本
文
の
位
置
づ
け
を
行
わ
ね

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
、
原
本
の
全
面
的
な
調
査
が
不
可
缺

で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
、
馬
幼
垣
氏
の
よ
う
に
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ

ル
ム
を
入
手
し
た
例
は
あ
る
も
の
の
、
一
般
の
研
究
者
に
と
っ
て
は
、

石
渠
閣
補
刻
本
は
北
京
の
中
国
国
家
図
書
館
に
行
か
ね
ば
見
る
こ
と

の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
、
お
び
た
だ
し
い
時
間
を

要
す
る
全
文
校
勘
な
ど
は
望
み
得
な
い
状
況
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

本
誌
掲
載
の
「
日
本
伝
存
の
石
渠
閣
補
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
発
見

の
経
緯
」
で
述
べ
た
よ
う
な
事
情
で
、
京
都
大
学
の
平
田
昌
司
氏
が

第
三
回
以
降
の
全
文
を
具
え
た
刊
本
を
入
手
さ
れ
、
詳
し
い
調
査
を

許
可
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
よ
り
、
第
三
回
以
降
の
全
文
の
詳
細

な
調
査
が
可
能
に
な
り
、
筆
者
は
第
三
回
か
ら
第
七
十
一
回
ま
で
に

つ
い
て
、
全
文
の
完
全
な
校
勘
を
行
っ
た
。
以
下
、
そ
の
結
果
を
も

と
に
石
渠
閣
補
刻
本
の
位
置
づ
け
を
試
み
た
い
。

　

叙
述
の
便
宜
上
、
本
論
で
ふ
れ
る
『
水
滸
傳
』
の
主
要
版
本
を
以

下
の
略
称
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。（　

）
内
は
本
文
対
照
の
際
に
使

用
す
る
略
称
で
あ
る
。

・�

石
渠
閣
補
刻
本
：
石
渠
閣
本
（
石
）。
本
論
文
で
扱
う
の
は
原
則

と
し
て
平
田
氏
蔵
本
で
あ
り
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
言
及
す

る
際
に
は
、
そ
の
こ
と
を
明
記
す
る
こ
と
と
す
る
。

・�

中
国
国
家
図
書
館
蔵
容
與
堂
本
（
請
求
番
号
一
七
三
五
八
）：
単
に

「
容
與
堂
本
」
と
す
る
時
は
こ
の
版
本
を
指
す
。
容
與
堂
本
系
統

の
刊
本
を
区
別
す
る
際
に
は
「
北
京
本
」
と
呼
称
す
る
。

・
内
閣
文
庫
蔵
容
與
堂
本
：
内
閣
本
。

・
天
理
図
書
館
蔵
容
與
堂
本
：
天
理
本
。

・
無
窮
會
織
田
文
庫
蔵
本
：
無
窮
會
蔵
本
（
無
）。

・『
忠
義
水
滸
全
傳
』（
神
山
閏
次
旧
蔵
本
）：
百
二
十
回
本
（
神
）。

・『
第
五
才
子
書
施
耐
庵
水
滸
傳
』：
金
聖
歎
本
（
金
）。

　

こ
の
他
、
芥
子
園
本
（
芥
）・
四
知
館
本
な
ど
に
つ
い
て
は
、
略

称
は
使
用
し
な
い
。

二　

石
渠
閣
補
刻
本
の
性
格

　

本
文
に
入
る
前
に
、
ま
ず
全
体
的
な
面
か
ら
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
性

格
に
つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
書
誌
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
本

誌
に
同
時
収
録
さ
れ
る
上
原
究
一
・
荒
木
達
雄
両
氏
の
論
文
（
以
下

⑧

⑨
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

「
上
原
・
荒
木
論
文
」
と
略
称
）
に
お
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

の
で
、
こ
こ
で
は
状
況
か
ら
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
簡
単
に
述
べ
る
に

と
ど
め
る
。

　

今
回
調
査
し
た
平
田
氏
所
蔵
の
石
渠
閣
本
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
第
三
回
以
前
を
缺
く
。
そ
れ
ゆ
え
、
巻
頭
の
状
況
は
不
明
で
あ

る
。
た
だ
、
上
原
・
荒
木
論
文
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
中
国
国
家
図

書
館
蔵
本
と
同
版
で
あ
る
以
上
、
巻
頭
に
は
や
は
り
挿
絵
と
「
水
滸

傳
叙
」
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
し
て
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本

「
叙
」
の
最
後
に
記
さ
れ
た
文
字
の
断
片
は
、
や
は
り
上
原
・
荒
木

論
文
で
詳
し
く
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、「
萬
暦
己
丑
孟
冬
天
都
外
臣

撰
」
の
名
残
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
島
氏
が
否
定
す
る
ほ
ど
低
い
わ
け

で
は
な
い
。
確
実
に
「
天
都
外
臣
」
と
あ
る
と
ま
で
は
断
定
で
き
な

い
が
、
そ
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

　

序
に
こ
の
署
名
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
テ
キ
ス
ト
こ
そ
天
都
外

臣
序
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
こ
こ
で
「
天
都
外
臣
序

本
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
こ
う
。
こ
の
本
に
関
す
る
唯
一
の
記
述

は
、
沈
徳
符
（
一
五
七
八
～
一
六
四
二
）
の
『
萬
暦
野
獲
編
』
巻
五

「
勲
戚
」「
武
定
侯
進
公
」
に
見
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

　

武
定
侯
郭
勲マ

マ

、
在
世
宗
朝
、
號
好
文
多
藝
能
計
數
。
今
新
安

所
刻
水
滸
傳
善
本
、
即
其
家
所
傳
。
前
有
汪
太
函
序
、
託
名
天

都
外
臣
者
。

　

武
定
侯
郭
勛
（「
勲
」
は
「
勛
」
の
異
体
字
。
郭
勛
の
名
は
し
ば

し
ば
「
郭
勲
」
と
表
記
さ
れ
る
）
は
、
世
宗
（
嘉
靖
帝
）
朝
に
あ
っ

て
、
文
学
を
好
み
、
多
藝
、
は
か
り
ご
と
に
す
ぐ
れ
る
と
称
さ

れ
て
い
た
。
い
ま
新
安
（
徽
州
）
で
刊
刻
さ
れ
て
い
る
『
水
滸

傳
』
の
善
本
は
、
そ
の
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
前
に

「
天
都
外
臣
」
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム
を
使
用
し
た
汪
太
函
（
道

昆
）
の
序
が
つ
い
て
い
る
。

　

「
新
安
所
刻
水
滸
傳
善
本
、
即
其
家
所
傳
」
と
い
う
言
い
方
は
、

郭
勛
の
家
に
伝
わ
っ
た
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
新
安
で
「
水
滸
傳
善

本
」
を
刊
刻
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。「
其
家
所

傳
」
と
い
う
の
は
、
お
そ
ら
く
郭
武
定
本
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ

う
。『
萬
暦
野
獲
編
』
は
沈
徳
符
が
折
に
ふ
れ
て
書
い
た
記
事
を
ま

と
め
た
も
の
で
あ
り
、
当
然
こ
の
條
が
い
つ
書
か
れ
た
か
も
不
明
だ

が
、
序
の
日
付
は
萬
暦
三
十
四
年
（
一
六
〇
六
）
で
あ
り
、
郭
勛
が

失
脚
し
た
嘉
靖
二
十
年
（
一
五
四
一
）
か
ら
六
十
年
以
上
を
経
て
い

⑩
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る
。
そ
し
て
、『
雍
煕
樂
府
』
が
宦
官
春
山
の
序
を
伴
う
覆
刻
に
置

き
換
え
ら
れ
、
郭
勛
の
名
は
す
べ
て
抹
殺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、

郭
勛
失
脚
後
も
郭
武
定
本
が
そ
の
名
で
流
布
し
続
け
た
と
は
考
え
に

く
い
。
従
っ
て
、
こ
こ
で
い
う
の
は
武
定
侯
の
家
（
嘉
靖
二
十
九
年

〔
一
五
五
〇
〕
に
は
早
く
も
郭
勛
の
長
子
郭
守
乾
が
武
定
侯
襲
爵
を
許
さ
れ

て
い
る
）
に
伝
わ
っ
て
い
た
郭
武
定
本
と
い
う
こ
と
か
と
推
定
さ
れ

る
。
実
際
、
萬
暦
以
後
に
あ
っ
て
郭
武
定
本
の
実
物
を
見
た
と
い
う

例
は
な
く
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
憶
測
に
基
づ
く
信
頼
性
の
低
い

発
言
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
。
逆
に
言
う
と
、
沈
徳
符
の
発
言
の
信

頼
性
に
も
疑
問
が
残
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ
れ

こ
の
記
事
を
信
じ
れ
ば
、「
天
都
外
臣
序
」
を
持
つ
本
は
郭
武
定
本

の
直
系
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

従
っ
て
、
巻
頭
に
確
か
に
「
天
都
外
臣
」
に
よ
る
「
水
滸
傳
叙
」

が
あ
る
石
渠
閣
本
は
、
沈
徳
符
が
言
う
天
都
外
臣
序
本
に
ほ
か
な
ら

な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
先
に

あ
げ
た
聶
紺
弩
氏
と
高
島
氏
の
指
摘
で
あ
る
。
両
氏
は
、「
水
滸
傳

叙
」
は
周
亮
工
『
書
影
』
や
全
傳
本
「
發
凡
」
の
貼
り
合
わ
せ
に
よ

っ
て
作
ら
れ
て
い
る
と
論
じ
て
お
り
、
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

当
然
な
が
ら
『
書
影
』
の
序
文
の
日
付
で
あ
る
康
煕
六
年
（
一
六
六

七
）
以
降
の
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
こ
れ
も
当
然

な
が
ら
こ
の
序
は
汪
道
昆
（
一
五
二
五
～
一
五
九
三
）
が
書
い
た
も
の

で
は
あ
り
え
ず
、
両
氏
が
述
べ
る
よ
う
に
、
清
朝
の
あ
る
時
期
に

「
天
都
外
臣
」
の
名
の
も
と
に
捏
造
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
。

　

上
原
・
荒
木
論
文
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵

の
石
渠
閣
本
に
附
さ
れ
て
い
る
挿
絵
は
、
馬
幼
垣
氏
が
論
じ
る
通
り
、

明
ら
か
に
容
與
堂
本
の
挿
絵
の
や
や
簡
略
化
さ
れ
た
模
刻
で
あ
る
。

馬
氏
は
こ
れ
も
石
渠
閣
本
の
質
の
低
さ
を
示
す
も
の
と
す
る
の
だ
が
、

序
文
・
挿
絵
は
、
冒
頭
十
回
と
第
二
十
二
・
四
十
三
・
六
十
二
・
八

十
二
回
の
回
頭
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
「
李
卓
吾
評
閲
」
の
文
字
と
同

様
、
補
刻
時
（
い
つ
か
は
定
か
で
は
な
い
。
石
渠
閣
が
行
っ
た
補
刻
よ
り

後
で
あ
る
可
能
性
は
高
そ
う
で
あ
る
）
に
、
商
品
価
値
を
増
す
た
め
に

附
け
加
え
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
序
が
後
か
ら
附
け
ら
れ
た
も
の

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
同
様
に
商
品
価
値
を
増
す
た
め
に
行
わ

れ
た
行
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
上
原
・
荒
木
論
文
で
述
べ
る
よ
う
に
、
中
国
国
家
図
書

⑪

⑫
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

館
蔵
本
の
序
文
は
少
な
く
と
も
石
渠
閣
に
よ
る
康
煕
五
年
の
補
刻
よ

り
は
摩
耗
が
進
ん
で
お
り
、
か
な
り
古
い
、
あ
る
い
は
原
刻
時
か
ら

存
在
し
た
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
る

と
、
後
か
ら
捏
造
し
た
も
の
と
は
考
え
に
く
く
な
る
。
実
際
、
こ
れ

も
上
原
・
荒
木
論
文
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
高
島
氏
と
は
逆
に
、

こ
の
序
の
記
述
を
も
と
に
し
て
百
二
十
回
本
の
「
發
凡
」
と
周
亮
工

の
『
書
影
』
が
書
か
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
、
特
に
周
亮
工
が
書
坊

と
し
て
名
高
い
金
陵
周
氏
の
出
身
で
あ
り
、
周
氏
と
石
渠
閣
の
間
に

関
係
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
十
分
に
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

問
題
に
な
る
部
分
は
「
水
滸
傳
叙
」
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

　

故
老
傳
聞
、
洪
武
初
、
越
人
羅
氏
詼
詭
多
智
、
爲
此
書
共
一

百
回
。
各
以
妖
異
之
語
引
於
其
首
、
以
爲
之
艶
。
嘉
靖
時
郭
武

定
重
刻
其
書
、
削
去
致
語
、
獨
存
本
傳
。
余
猶
及
見
燈
花
婆
婆

數
種
、
極
其
蒜
酪
、
餘
皆
散
佚
、
既
已
可
恨
。
自
此
版
者
漸
多
、

復
爲
村
學
究
所
損
益
。
盖
損
其
科
諢
形
容
之
妙
、
而
益
以
淮
西

河
北
事
。
赭
豹
之
文
而
畫
蛇
之
足
、
豈
非
此
書
之
再
厄
乎
。
近

有
好
事
者
、
憾
致
語
不
能
復
収
、
乃
求
本
傳
善
本
校
之
、
一
從

其
舊
以
付
梓
。

　

古
老
の
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
洪
武
の
初
め
、
越
の
人
羅
氏
は

ユ
ー
モ
ア
と
智
恵
に
富
み
、
全
百
回
の
こ
の
書
を
作
っ
た
。
そ

れ
ぞ
れ
妖
異
の
話
を
冒
頭
に
置
い
て
、
序
段
と
し
た
。
嘉
靖
年

間
に
郭
武
定
が
こ
の
書
を
重
刻
し
、「
致
語
」
を
削
っ
て
、
本

伝
だ
け
を
残
し
た
。
私
は
ま
だ
「
燈
花
婆
婆
」
な
ど
数
種
を
見

る
こ
と
が
で
き
た
が
、
金
元
の
北
曲
の
風
格
を
強
く
具
え
た
も

の
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
他
が
皆
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
そ

れ
だ
け
で
も
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
以
後
刊
行
す
る
も
の

が
次
第
に
多
く
な
り
、
更
に
田
舎
イ
ン
テ
リ
が
増
減
を
加
え
た
。

思
う
に
、
減
ら
し
た
の
は
ユ
ー
モ
ア
や
形
容
の
面
白
さ
で
あ
り
、

増
し
た
の
は
淮
西
の
王
慶
・
河
北
の
田
虎
の
こ
と
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
豹
の
模
様
に
色
を
塗
り
、
蛇
に
足
を
描
き
加
え
る
類
の

行
為
で
、
こ
の
書
が
再
び
災
難
に
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
最
近
物
好
き
な
人
が
、「
致
語
」
を
復
活
さ
せ
る

こ
と
が
も
は
や
で
き
な
い
の
を
残
念
に
思
い
、
そ
こ
で
本
伝
の

部
分
の
善
本
を
求
め
て
校
訂
し
、
原
型
通
り
に
刊
行
し
た
の
で

あ
る
。

　

高
島
氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
記
述
の
一
部
と
ほ
ぼ
同
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内
容
の
も
の
が
百
二
十
回
本
の
「
發
凡
」
と
周
亮
工
の
『
書
影
』
巻

一
に
見
え
る
。「
發
凡
」
の
記
述
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

古
本
有
羅
氏
致
語
、
相
傳
燈
花
婆
婆
等
事
、
既
不
可
復
見
、

乃
後
人
有
因
四
大
寇
之
拘
而
酌
損
之
者
、
有
嫌
一
百
二
十
回
之

繁
而
淘
汰
者
、
皆
失
。
郭
武
定
本
、
即
移
置
閻
婆
事
甚
善
、
其

於
寇
中
去
王
田
而
加
遼
國
、
猶
此
小
家
照
應
之
法
。

　

古
本
に
は
羅
氏
の
「
致
語
」
が
あ
り
、「
燈
花
婆
婆
」
な
ど

の
こ
と
だ
っ
た
と
い
う
が
、
も
う
見
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
に
、
後
人
に
「
四
大
寇
（
宋
江
・
王

慶
・
田
虎
・
方
臘
）」
に
問
題
が
あ
る
と
い
う
の
で
減
ら
し
た
り
、

百
二
十
回
は
多
す
ぎ
る
と
い
う
の
で
削
除
し
た
り
す
る
者
が
い

る
が
、
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。
郭
武
定
本
は
、
閻
婆
の
こ
と

移
動
さ
せ
た
の
は
非
常
に
よ
い
が
、
四
大
寇
の
中
か
ら
王
慶
と

田
虎
を
抜
い
て
遼
國
を
加
え
た
の
は
つ
ま
ら
な
い
作
家
の
照
応

法
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　

周
亮
工
『
書
影
』
巻
一
に
見
え
る
記
事
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

故
老
傳
聞
、
羅
氏
為
水
滸
傳
一
百
回
、
各
以
妖
異
語
引
其
首
。

嘉
靖
時
、
郭
武
定
重
刻
其
書
、
削
其
致
語
、
獨
存
本
傳
。
金
壇

王
氏
小
品
中
亦
云
、
此
書
回
前
各
有
楔
子
、
今
俱
不
傳
。
予
見

建
陽
書
坊
中
所
刻
諸
書
、
節
縮
紙
板
、
求
其
易
售
、
諸
書
多
被

刊
落
。

　

古
老
の
伝
聞
に
よ
れ
ば
、
羅
氏
は
『
水
滸
傳
』
百
回
を
作
り
、

そ
れ
ぞ
れ
妖
異
の
話
を
冒
頭
に
お
い
た
。
嘉
靖
年
間
に
郭
武
定

が
こ
の
書
を
重
刻
し
、「
致
語
」
を
削
っ
て
、
本
伝
だ
け
を
残

し
た
。
金
壇
の
王
氏
（
王
彦
泓
〔
次
回
〕）
の
小
品
に
も
「
こ
の

書
の
各
回
の
前
に
は
楔
子
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
い
ま
で
は
す
べ

て
失
わ
れ
た
」
と
あ
る
。
私
が
見
る
と
こ
ろ
、
建
陽
の
書
坊
で

刊
行
さ
れ
た
書
物
は
、
紙
や
版
木
を
節
約
し
て
、
売
れ
行
き
を

よ
く
す
る
た
め
に
、
多
く
の
書
物
が
内
容
を
カ
ッ
ト
さ
れ
て
い

る
。

　

高
島
氏
は
、「
水
滸
傳
叙
」
は
こ
の
二
篇
を
組
み
合
わ
せ
て
捏
造

さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
。
た
だ
、
三
者
を
並
べ
て
み
る
と
、
そ
の
点

に
疑
問
が
生
じ
る
。
三
者
が
直
接
関
係
す
る
部
分
を
並
列
し
て
み
よ

う
。

叙　

：
故
老
傳
聞
、
洪
武
初
、
越
人
羅
氏
詼
詭
多
智
、
爲
此
書
共
一

⑮

⑯
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滸
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書
影
：
故
老
傳
聞
、 　
　
　
　
　
　

羅
氏　
　
　
　
　

爲
水
滸
傳
一

發
凡
：　

古
本
有　
　
　
　
　
　
　

羅
氏
致
語
、

百
回
。
各
以
妖
異
之
語
引
於
其
首
、
以
爲
之
艶
。
嘉
靖
時
郭
武
定
重

百
回
、
各
以
妖
異　

語　

引
其
首
。 

　
　
　
　

嘉
靖
時
郭
武
定
重

刻
其
書
、
削
其
致
語
、
獨
存
本
傳
。
余
猶
及
見
燈
花
婆
婆
數
種
、
極

刻
其
書
、
削
去
致
語
、
獨
存
本
傳
。

�
相
傳
燈
花
婆
婆
等
事
、
既

其
蒜
酪
。

不
可
復
見
、

　

ま
ず
、「
水
滸
傳
叙
」
と
『
書
影
』
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
に
あ
げ

た
部
分
で
は
両
者
は
ほ
と
ん
ど
同
文
に
近
い
が
、『
水
滸
傳
叙
』
に

は
『
書
影
』
に
は
な
い
「
以
爲
之
艶
」
の
一
語
が
あ
る
。「
艶
」
は

こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
ま
く
ら
」
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
が
、
元
来
こ

れ
は
演
劇
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
ま
た
は
前
狂
言
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て

宋
元
期
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で
、
清
代
に
一
般
的
に
知
ら
れ
て

い
た
語
と
は
い
い
に
く
い
。
文
字
表
記
か
ら
で
は
意
味
を
取
り
が
た

い
こ
の
語
を
、
清
代
の
捏
造
者
が
何
の
必
然
性
も
な
く
附
け
加
え
る

理
由
は
見
出
し
が
た
い
。『
書
影
』
で
は
建
陽
の
坊
刻
本
を
批
判
す

る
た
め
の
導
入
と
し
て
『
水
滸
傳
』
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
郭
武
定
に
よ
る
「
致
語
」
の
削
除
と
、
建
陽
に
お
け
る

省
略
本
の
刊
行
の
関
聯
は
、
こ
の
文
面
か
ら
で
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

　

一
方
「
發
凡
」
で
は
、
百
二
十
回
本
が
原
型
で
あ
る
と
主
張
す
る

た
め
に
こ
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
郭
武
定
は
致
語
を

削
っ
た
の
で
は
な
く
、
本
来
あ
っ
た
二
十
回
を
削
り
、
遼
国
の
物
語

を
か
わ
り
に
追
加
し
た
と
さ
れ
る
。
実
際
に
は
百
二
十
回
本
が
原
型

だ
っ
た
可
能
性
は
な
い
以
上
、
こ
れ
は
事
実
と
は
異
な
る
は
ず
で
あ

る
。
二
十
回
追
加
前
の
テ
キ
ス
ト
に
遼
國
の
物
語
が
あ
る
以
上
、
二

十
回
を
削
っ
た
か
わ
り
に
郭
武
定
が
こ
れ
を
追
加
し
た
と
い
う
の
も

あ
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。
郭
武
定
本
以
降
の
テ
キ
ス
ト
と
考
え
ら

れ
る
容
與
堂
本
に
お
い
て
閻
婆
の
位
置
が
動
か
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
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郭
武
定
が
移
動
さ
せ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
い
ず
れ
も
百
二
十
回
本

が
原
本
に
近
く
、
閻
婆
に
つ
い
て
は
改
良
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
い
う

た
め
の
創
作
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
話
の
文
脈
自
体
が
「
水
滸
傳

叙
」
と
は
異
な
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
「
水
滸
傳
叙
」
が
作
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
、「
發
凡
」
の
「
致
語
」
に
関

す
る
記
述
は
、「
致
語
」
が
「
ま
く
ら
」
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し

て
い
る
が
、
こ
れ
は
口
上
の
類
を
指
す
と
す
る
通
常
の
「
致
語
」
の

定
義
と
は
異
な
る
。
こ
れ
は
「
發
凡
」
が
「
致
語
」
を
「
ま
く
ら
」

で
あ
る
と
す
る
文
献
に
基
づ
い
て
省
略
を
加
え
た
結
果
で
あ
る
可
能

性
が
高
い
。
依
拠
し
た
文
献
が
「
水
滸
傳
叙
」
だ
っ
た
と
考
え
る
と
、

理
解
は
容
易
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
ら
と
同
じ
内
容
の
こ
と
を
述
べ
て
い
る
文
が
あ
と

二
つ
存
在
す
る
。
一
つ
は
、
梁
維
樞
の
『
玉
劍
尊
聞
』
巻
六
「
品

藻
」
に
見
え
る
。「
李
贄
常
云
、
宇
宙
内
有
五
大
部
文
章
（
李
卓
吾
は

常
に
言
っ
て
い
た
。
天
下
に
は
五
つ
の
素
晴
ら
し
い
文
章
が
あ
る
）」
と
し

て
あ
げ
る
五
部
の
中
、「
元
有
施
耐
菴
水
滸
傳
（
元
に
は
施
耐
庵
の

『
水
滸
傳
』
が
あ
る
）」
の
注
釈
部
分
で
あ
る
。

　

故
老
傳
聞
、
洪
武
初
、
越
人
羅
氏
爲
此
書
共
一
百
回
。
各
以

妖
異
之
語
引
於
其
首
。
嘉
靖
時
郭
武
定
重
刻
其
書
、
削
去
致
語
、

獨
存
本
傳
。

　

「
詼
詭
多
智
」「
以
爲
之
艶
」
が
な
い
だ
け
で
、
あ
と
は
「
水
滸

傳
叙
」
と
全
く
同
文
で
あ
る
。『
玉
劍
尊
聞
』
の
刊
行
年
は
明
ら
か

で
は
な
い
が
、
梁
維
樞
の
「
引
」
に
順
治
甲
午
（
十
一
年
〔
一
六
五

四
〕）、
呉
偉
業
の
序
に
順
治
乙
未
（
十
二
年
〔
一
六
五
五
〕）、
錢
謙
益

の
序
に
順
治
丁
酉
（
十
四
年
〔
一
六
五
七
〕）
の
日
付
が
あ
り
、『
書

影
』
は
順
治
十
六
年
（
一
六
五
六
）
か
ら
翌
年
に
か
け
て
周
亮
工
が

投
獄
さ
れ
て
い
た
時
に
書
か
れ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、

『
書
影
』
以
前
に
こ
の
文
章
が
存
在
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

た
だ
し
、『
書
影
』
の
記
述
が
『
玉
劍
尊
聞
』
に
依
拠
し
、「
水
滸
傳

叙
」
が
『
玉
劍
尊
聞
』
も
し
く
は
『
書
影
』
に
依
拠
す
る
と
い
う
こ

と
が
全
く
あ
り
え
な
い
と
は
い
え
な
い
（
梁
維
樞
と
周
亮
工
は
、
と
も

に
清
朝
宮
廷
に
お
い
て
貳
臣
グ
ル
ー
プ
に
属
し
て
い
た
）。
た
だ
、『
玉
劍

尊
聞
』
に
お
い
て
も
「
詼
詭
多
智
」「
以
爲
之
艶
」
が
な
い
こ
と
は

同
じ
で
あ
り
、
や
は
り
こ
れ
ら
の
語
を
捏
造
者
が
附
け
加
え
る
必
然

性
は
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、『
玉
劍
尊
聞
』
の
こ
の
部
分
は
本
文

で
は
な
く
注
釈
で
あ
り
、
独
自
に
書
い
た
文
と
い
う
よ
り
は
他
か
ら

⑰
⑱
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の
引
用
で
あ
る
可
能
性
の
方
が
高
い
で
あ
ろ
う
。

　

も
う
一
つ
は
錢
希
言
『
戯
瑕
』
巻
一
「
水
滸
傳
」
の
次
の
く
だ
り

で
あ
る
。

　

詞
話
毎
本
頭
上
有
請
客
一
段
、
權
做
箇
得
勝
利
市
頭
廻
。

…
…
微
獨
雜
説
爲
然
、
即
水
滸
傳
一
部
、
逐
迴
有
之
、
全
學
史

記
體
。
…
…
今
坊
間
刻
本
、
是
郭
武
定
刪
後
書
矣
。
郭
故
跗
注

大
僚
、
其
於
詞
家
風
馬
、
故
奇
文
悉
被
剗
薙
、
眞
施
氏
之
罪
人

也
。
而
世
眼
迷
離
、
漫
云
捜
求
武
定
善
本
、
殊
可
絶
倒
。
胡
元

瑞
云
、
二
十
年
前
所
見
水
滸
傳
本
、
尙
極
足
尋
味
。
今
爲
閩
中

坊
賈
刊
落
、
遂
幾
不
堪
覆
瓿
。
更
數
十
年
無
原
本
印
証
、
此
書

將
永
廢
矣
。
然
則
元
瑞
猶
及
見
之
。
徴
余
所
聞
、
罪
似
不
在
閩

賈
。

　

詞
話
（
語
り
物
）
は
各
本
の
最
初
に
客
寄
せ
の
一
段
が
つ
い

て
お
り
、「
権か

り

に
得
勝
利
市
の
頭は
じ
め

回
と
な
す
」（
三
言
な
ど
の
ま

く
ら
の
部
分
に
見
え
る
決
ま
り
文
句
）
も
の
で
あ
る
。
…
…
こ
れ

は
短
篇
の
も
の
に
限
ら
な
い
。『
水
滸
傳
』
は
、
各
回
に
こ
れ

が
あ
り
、『
史
記
』
の
ス
タ
イ
ル
を
学
ん
で
い
る
。
…
…
今
の

書
坊
の
刊
本
は
、
郭
武
定
が
削
除
を
加
え
た
後
の
書
で
あ
る
。

郭
は
元
来
大
物
軍
人
で
あ
っ
て
、
詩
詞
と
は
無
縁
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
に
す
ぐ
れ
た
文
は
こ
と
ご
と
く
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ

た
。
ま
こ
と
に
施
耐
庵
の
罪
人
で
あ
る
。
だ
が
世
の
人
は
見
る

眼
が
な
く
、
武
定
の
善
本
を
探
し
求
め
る
な
ど
と
い
い
加
減
な

こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
全
く
の
お
笑
い
草
で
あ
る
。

胡
元
瑞
（
應
麟
）
は
こ
う
言
っ
て
い
る
。「
二
十
年
前
に
見
た

『
水
滸
傳
』
の
テ
キ
ス
ト
は
、
ま
だ
大
変
味
の
あ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
今
で
は
建
陽
の
書
坊
に
削
除
さ
れ
て
、
甕
の
蓋
に
す
る

価
値
も
な
い
よ
う
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
更
に
数

十
年
た
っ
て
、
確
認
で
き
る
原
本
が
な
く
な
れ
ば
、
こ
の
書
は

永
遠
に
だ
め
に
な
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
」。
し
て
み
る
と
元

瑞
は
ま
だ
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
私
が
聞
い
た
と
こ

ろ
か
ら
す
る
と
、
罪
は
建
陽
の
書
坊
に
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も

な
さ
そ
う
だ
。

　

『
戯
瑕
』
の
序
に
は
「
萬
暦
癸
丑
」、
即
ち
萬
暦
四
十
一
年
（
一

六
一
三
）
の
日
付
が
あ
る
。
つ
ま
り
、『
玉
劍
尊
聞
』『
書
影
』
よ
り

は
る
か
に
早
い
時
期
、
お
そ
ら
く
は
「
發
凡
」
に
も
先
だ
っ
て
書
か

れ
た
も
の
で
あ
る
。
言
い
回
し
こ
そ
異
な
る
が
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ

⑲



中
国
文
学
報　

第
九
十
一
册

─ 124─

て
い
る
内
容
は
ほ
と
ん
ど
『
書
影
』
と
合
致
す
る
。
そ
し
て
「
水
滸

伝
諸
本
考
」
で
論
じ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
胡
応
麟
（
一
五
五
一
～
一

六
〇
二
）
が
明
ら
か
に
建
陽
で
刊
行
さ
れ
た
簡
本
に
つ
い
て
述
べ
た

一
文
を
郭
武
定
本
の
こ
と
と
誤
解
し
て
い
る
点
か
ら
考
え
て
、
錢
希

言
が
郭
武
定
本
を
見
た
こ
と
が
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る

と
、
こ
の
記
述
が
何
に
依
拠
し
て
い
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。

　

錢
希
言
が
依
拠
し
た
の
は
「
水
滸
伝
叙
」
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
周
亮
工
が
建
陽
本
を
批
判
す
る
た
め
に
な
ぜ
か
郭
武
定
本

を
持
ち
出
す
と
い
う
一
見
不
可
解
な
叙
述
を
行
っ
て
い
る
こ
と
は
、

周
氏
が
錢
希
言
の
記
述
を
参
照
し
て
い
る
と
す
れ
ば
説
明
可
能
に
な

る
。『
三
國
志
演
義
』
の
李
卓
吾
批
評
を
書
い
た
の
が
葉
晝
で
あ
る

と
い
う
記
事
が
『
戯
瑕
』
巻
三
「
贋
籍
」
と
『
書
影
』
巻
一
の
双
方

に
見
え
る
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
周
亮
工
が
『
戯
瑕
』
を
見
て
い
る

可
能
性
は
高
そ
う
で
あ
る
。
仮
に
直
接
見
て
い
な
く
て
も
、
こ
う
し

た
評
判
が
出
版
関
係
者
の
間
で
立
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
周
亮
工
が

そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

逆
に
い
う
と
、「
發
凡
」
も
『
玉
劍
尊
聞
』『
書
影
』
も
ま
だ
存
在
し

な
い
状
態
で
、
錢
希
言
が
こ
の
よ
う
な
記
述
を
な
し
え
た
理
由
と
し

て
は
、
現
存
す
る
文
献
の
限
り
に
お
い
て
は
、
彼
が
「
水
滸
伝
叙
」

を
参
照
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
以
外
の
可
能
性
は
想
定
し
に
く
い
の

で
あ
る
。

　

す
る
と
、
郭
武
定
本
で
行
わ
れ
た
改
変
に
関
す
る
「
水
滸
伝
叙
」

の
記
述
に
つ
い
て
も
、
改
め
て
見
直
す
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
こ
の

「
致
語
」
に
つ
い
て
、
筆
者
を
含
む
過
去
の
研
究
の
多
く
は
、
各
回

の
最
初
に
す
べ
て
「
ま
く
ら
」
が
附
い
て
い
た
と
は
常
識
的
に
い
っ

て
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
、
容
與
堂
本
系
統
の
刊
本
と
簡
本
に
見
え

る
各
回
の
初
め
に
あ
る
詩
詞
（
本
誌
収
録
の
孫
論
文
に
い
う
「
開
詞
」。

簡
本
で
は
簡
略
化
の
関
係
上
、
一
部
削
除
さ
れ
た
り
、
眉
批
に
回
さ
れ
た
り

し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
）
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
て
き
た
。
こ
れ

ら
の
詩
詞
は
、
無
窮
会
蔵
本
以
下
の
諸
本
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
た

め
、
詩
詞
即
ち
「
致
語
」
と
考
え
、「
燈
花
婆
婆
」
の
よ
う
な
物
語

や
「
妖
異
語
」
と
す
る
の
は
、「
發
凡
」
や
周
亮
工
が
郭
武
定
本
原

本
を
見
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
誤
解
で
あ
ろ
う
と
見
な
し

て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
が
天
都
外
臣
の
手
に
な
る
「
水

滸
傳
叙
」
に
見
え
る
言
葉
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

考
え
直
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
郭
武
定
本
以
前
の
『
水
滸
傳
』
と
確
実

⑳
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に
い
え
る
も
の
が
存
在
し
な
い
以
上
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
形
態
を

取
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
知
る
由
も
な
い
。
そ
し
て
、
郭
武
定
本

以
降
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
容
與
堂
本
系
統
の
刊
本
に
回
頭
の
詩
詞

が
存
在
す
る
こ
と
、
更
に
い
え
ば
、
郭
武
定
が
「
致
語
」
を
削
除
し

た
と
述
べ
る
天
都
外
臣
の
序
を
冠
し
た
石
渠
閣
本
に
も
回
頭
の
詩
詞

が
あ
る
と
い
う
事
実
か
ら
見
て
、「
致
語
」
が
回
頭
の
詩
詞
で
あ
る

と
は
考
え
に
く
く
な
る
。
従
来
「
ま
く
ら
」
と
し
て
の
「
致
語
」
の

存
在
を
否
定
し
て
き
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
そ
う
も
な
い
と
い
う
以
外
の
根
拠
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
郭
武
定

以
前
の
『
水
滸
傳
』
に
は
実
際
に
「
ま
く
ら
」
が
存
在
し
、
そ
れ
を

郭
武
定
が
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
。

　

高
島
氏
は
、「
水
滸
傳
叙
」
は
郭
武
定
本
を
非
難
攻
撃
し
て
い
る

か
ら
、
郭
武
定
本
に
基
づ
く
天
都
外
臣
序
本
の
序
文
と
は
考
え
ら
れ

な
い
と
す
る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
異
な
っ
た
考
え
方
が
可
能
で

あ
る
。「
水
滸
傳
叙
」
が
述
べ
る
の
は
郭
武
定
が
「
削
去
致
語
、
獨

存
本
傳
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、「
致
語
」
が
失
わ
れ
た
こ
と
は

残
念
だ
と
す
る
も
の
の
、
郭
武
定
本
の
「
本
傳
」
を
否
定
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。「
乃
求
本
傳
善
本
校
之
、
一
從
其
舊
以
付
梓
」
と

い
う
そ
の
「
本
傳
」
が
郭
武
定
本
も
し
く
は
そ
れ
を
受
け
継
ぐ
本
で

あ
っ
て
も
、
文
脈
上
大
き
な
問
題
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
政
治
的

理
由
か
ら
郭
武
定
本
が
危
険
視
さ
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
以
上
、
こ

こ
で
そ
の
名
を
明
確
に
出
し
て
い
な
い
こ
と
に
も
不
思
議
は
な
い
。

む
し
ろ
「
本
傳
」
と
い
う
語
を
郭
武
定
本
と
こ
の
テ
キ
ス
ト
の
底
本

の
双
方
に
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
両
者
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
暗

示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
し
て
「
水
滸
傳
叙
」

の
筆
者
は
、
ご
く
一
部
の
「
致
語
」
だ
け
を
「
余
猶
及
見
」
と
い
う

以
上
、
完
全
な
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て
は
郭
武
定
本
以
後
の
本
し
か
見

て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
致
語
」
に
関
す
る
説
明
に
つ
い
て

は
当
然
信
頼
性
が
薄
く
、
毎
回
に
つ
い
て
い
た
と
は
限
る
ま
い
。

　

で
は
、
石
渠
閣
本
の
体
裁
は
、
沈
徳
符
の
い
う
天
都
外
臣
序
本
と

合
致
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ど
う
考
え
て
も
新
安
、
つ
ま
り
徽
州
刊

本
と
は
考
え
が
た
い
場
合
、
や
は
り
「
水
滸
傳
叙
」
は
信
頼
し
が
た

い
こ
と
に
な
る
。
次
に
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

さ
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
の
一
部
の
回
頭
に
は
「
李
卓

吾
評
閲
」
と
彫
り
込
ま
れ
て
い
る
の
だ
が
、
中
に
は
一
切
批
評
・
圏

点
の
類
は
存
在
し
な
い
。
初
め
の
十
回
に
集
中
し
て
い
る
点
か
ら
考
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え
て
も
、
こ
れ
は
後
に
商
品
価
値
を
増
そ
う
と
し
て
行
っ
た
羊
頭
狗

肉
の
改
変
で
あ
り
、
非
常
に
悪
質
な
行
為
と
す
べ
き
で
は
あ
る
が
、

も
と
よ
り
そ
れ
は
後
に
こ
の
本
を
印
行
し
た
書
坊
の
仕
業
で
あ
っ
て
、

石
渠
閣
本
自
体
の
価
値
と
は
無
関
係
な
こ
と
で
あ
る
。
字
体
は
趙
体

で
あ
っ
て
、
容
與
堂
本
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
明
朝
体
（
仿
宋
体
）
で

は
な
い
。
例
外
は
多
い
が
、
白
話
小
説
版
本
に
お
い
て
は
趙
体
の
方

が
明
朝
体
よ
り
先
行
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
従
っ
て
、
字
体
の
み

見
れ
ば
石
渠
閣
本
は
容
與
堂
本
に
先
行
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ

の
点
か
ら
も
、
石
渠
閣
本
の
挿
絵
は
後
補
の
可
能
性
が
高
く
、
逆
に

い
う
と
石
渠
閣
本
に
元
来
挿
絵
が
あ
っ
た
か
は
疑
問
に
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
批
評
・
注
釈
・
圏
点
な
ど
を
一
切
持
た
ず
、
挿
絵

も
な
い
白
話
文
学
の
テ
キ
ス
ト
は
、
異
例
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る

が
、
他
に
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。『
清
平
山
堂
話
本
』
な
ど
の

い
わ
ゆ
る
『
六
十
家
小
説
』、
そ
し
て
雑
劇
の
古
名
家
本
が
こ
れ
に

当
た
る
。『
六
十
家
小
説
』
を
刊
行
し
た
洪
楩
の
清
平
山
堂
は
、『
六

臣
註
文
選
』『
唐
詩
紀
事
』
な
ど
士
大
夫
向
け
の
書
籍
を
刊
行
し
て

お
り
、
前
者
に
は
「
明
太
子
詹
事
府
主
簿
洪
楩
校
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
考
え
て
、
刊
行
者
洪
楩
自
身
が
士
大
夫
社
会
の
一
員
で
あ
っ
た
ら

し
く
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
倭
寇
対
策
の
責
任
者
と
し
て
浙
江
で
大
き

な
権
力
を
持
ち
、
茅
坤
・
徐
渭
・
田
汝
成
ら
文
人
た
ち
を
幕
下
に
置

い
て
、
文
武
が
融
合
す
る
幕
府
を
形
成
し
て
い
た
胡
宗
憲
に
対
し
て
、

洪
楩
は
娘
を
妾
と
し
て
差
し
出
す
と
い
う
形
で
特
殊
な
関
係
を
結
ん

で
い
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
考
え
て
、『
六
十
家

小
説
』
の
読
者
に
は
、
徐
渭
・
田
汝
成
の
よ
う
な
白
話
文
学
に
通
じ

た
文
人
と
高
級
武
官
を
多
く
含
む
胡
宗
憲
周
辺
の
人
々
が
想
定
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　

一
方
、
雑
劇
古
名
家
本
は
「
新
安
徐
氏
」
の
刊
行
で
あ
る
。
新
安

と
は
徽
州
の
こ
と
で
あ
り
、
当
時
徽
州
は
い
わ
ゆ
る
新
安
商
人
の
本

拠
地
と
し
て
、
多
く
の
富
豪
を
擁
し
、
ま
た
そ
の
中
か
ら
萬
暦
年
間

の
内
閣
大
学
士
許
國
を
は
じ
め
と
す
る
政
治
家
や
文
人
・
学
者
を
も

生
み
出
し
て
い
た
。
こ
の
地
に
お
い
て
は
、
自
作
の
戯
曲
を
含
む
多

数
の
美
本
を
刊
行
し
た
汪
廷
訥
の
環
翠
堂
に
代
表
さ
れ
る
、
文
人
趣

味
を
気
取
る
新
安
商
人
に
よ
る
豪
華
本
の
出
版
が
盛
ん
で
あ
っ
た
。

古
名
家
本
は
、
そ
う
し
た
環
境
に
あ
っ
て
、
復
古
派
に
よ
る
「
漢
文

唐
詩
宋
詞
元
曲
」
鼓
吹
の
影
響
を
受
け
た
元
雑
劇
刊
行
の
流
れ
の
中

で
、
つ
ま
り
知
識
人
の
読
者
を
想
定
し
て
刊
行
さ
れ
た
書
籍
で
あ
っ

㉒
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た
。

　

つ
ま
り
、『
六
十
家
小
説
』
と
雑
劇
古
名
家
本
は
、
知
識
人
も
し

く
は
そ
れ
を
気
取
る
人
々
を
主
た
る
読
者
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
挿
絵
は
、
図
解
を
必
要
と
す
る
も
の
を
別
に
す
れ
ば
、

文
字
だ
け
で
は
書
籍
を
受
容
で
き
な
い
文
化
水
準
の
低
い
人
々
の
た

め
に
附
け
ら
れ
る
と
い
う
意
識
が
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
存
在
す
る
。

ま
た
、
知
識
人
の
た
め
の
書
籍
に
は
句
読
点
を
附
さ
な
い
の
が
原
則
、

と
い
う
よ
り
句
読
点
自
体
が
書
物
を
読
み
慣
れ
な
い
読
者
の
た
め
に

出
版
の
大
衆
化
以
降
発
生
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
批
評
も
元
来
は

書
物
の
内
容
を
十
分
に
理
解
で
き
な
い
読
者
に
読
み
ど
こ
ろ
を
指
示

す
る
た
め
に
現
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
歴
と
し
た
知
識
人

が
読
む
た
め
の
、
刊
行
者
が
高
級
と
自
認
す
る
書
物
に
は
、
挿
絵
・

句
読
点
・
圏
点
・
批
評
な
ど
は
附
さ
れ
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
挿
絵
も
句
読
点
・
圏
点
も
批
評
も
な
い

石
渠
閣
本
の
ス
タ
イ
ル
は
、
知
識
人
向
け
の
刊
行
物
と
合
致
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
端
正
な
趙
体
の
字
体
は
古
名
家
本
の

そ
れ
と
よ
く
似
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
考
え
る
と
、
石
渠
閣

本
は
、
古
名
家
本
同
様
、
知
識
人
を
気
取
り
つ
つ
、
白
話
文
学
へ
の

興
味
を
強
く
持
つ
人
々
を
対
象
に
刊
行
さ
れ
た
徽
州
の
刊
行
物
と
酷

似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
天
都
外
臣
序

本
が
新
安
で
刊
行
さ
れ
た
と
あ
る
こ
と
、
字
体
か
ら
見
て
刊
行
時
期

が
容
與
堂
本
に
先
立
つ
時
期
、
つ
ま
り
萬
暦
前
半
か
と
思
わ
れ
る
点

か
ら
す
る
と
、
こ
の
本
自
体
が
天
都
外
臣
序
本
で
あ
る
可
能
性
は
十

分
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
考
え
て
、
補
刻
を
受
け
る
前
の
石
渠
閣
本
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
が
い
わ
ゆ
る
「
天
都
外
臣
序
本
」
そ
の
も
の
、
も
し
く
は

そ
の
覆
刻
で
あ
る
可
能
性
は
か
な
り
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か

し
一
方
で
、
高
島
氏
が
想
定
し
た
序
の
捏
造
の
可
能
性
を
完
全
に
否

定
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
も
し
序
が
捏
造
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ

の
本
は
「
天
都
外
臣
序
本
」
で
は
あ
り
え
な
い
の
か
。
体
裁
が
「
天

都
外
臣
序
本
」
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
う
る
の
か
。

　

こ
れ
は
全
く
の
憶
測
に
な
る
が
、
元
来
「
天
都
外
臣
序
本
」
だ
っ

た
と
す
れ
ば
、
清
代
前
期
の
段
階
で
序
が
失
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、

こ
の
本
が
天
都
外
臣
序
本
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
高

い
。
そ
こ
で
実
態
を
合
わ
せ
、
附
加
価
値
を
附
け
る
た
め
に
、
新
し
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く
天
都
外
臣
の
序
を
捏
造
し
て
巻
頭
に
加
え
た
と
い
う
こ
と
は
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
序
と
体
裁
か
ら
こ
の
刊
本
が
容
與
堂
本
に
先
行
す
る
可
能

性
、
そ
し
て
こ
の
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が
古
来
問
題
に
な
っ
て
き
た

「
天
都
外
臣
序
本
」
そ
の
も
の
、
も
し
く
は
そ
の
覆
刻
本
で
あ
る
可

能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
外
形
の
み
の
議
論
で
は
確

実
な
こ
と
を
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
こ
で
必
要
な
の
は
、
石
渠

閣
本
の
本
文
を
精
査
し
、
一
連
の
『
水
滸
傳
』
版
本
の
中
に
位
置
づ

け
る
こ
と
で
あ
る
。

三　

石
渠
閣
補
刻
本
の
補
刻
部
分

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
論
じ
る
前
に
、
ま
ず
石
渠
閣
本
の
補
刻
部
分

の
信
頼
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
前
述
の
通
り
、

馬
幼
垣
氏
は
補
刻
部
分
が
多
い
こ
と
で
こ
の
版
本
を
無
価
値
で
あ
る

と
断
定
し
、
荒
木
達
雄
氏
は
原
本
の
み
に
依
拠
し
て
補
刻
が
な
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
と
す
る
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
か
。

　

ま
ず
、
先
に
例
外
的
な
事
例
の
存
在
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
高
島

俊
男
氏
は
、
排
印
本
『
水
滸
全
傳
』
第
八
十
八
回
の
校
記
を
取
り
上

げ
て
、「
こ
れ
は
、
重
要
な
、
綱
領
的
な
記
載
で
、
そ
れ
が
こ
こ
に

至
っ
て
や
っ
と
出
て
く
る
と
い
う
の
は
ま
っ
た
く
不
審
で
あ
る
。
と

も
か
く
、
こ
こ
に
い
た
っ
て
や
っ
と
、
萬
暦
原
版
に
は
周
辺
に
烏
絲

欄
が
あ
り
、
石
渠
閣
の
補
刊
葉
に
も
そ
れ
が
あ
る
が
、
補
刊
題
識
の

な
い
補
刊
葉
に
は
そ
れ
が
な
い
う
え
字
体
も
全
然
違
う
こ
と
が
わ
か

る
」
と
し
、
馬
幼
垣
氏
は
、「
所
以
説
那
些
不
加
題
識
的
整
葉
補
刊

是
最
後
纔
弄
的
、
因
爲
此
等
葉
數
有
些
出
現
素
質
不
如
加
題
識
者
的

現
象
。
卷
八
十
八
最
後
兩
葉
就
是
特
別
值
得
一
提
的
例
子
。
這
兩
張

不
加
題
識
的
補
刊
葉
子
較
其
他
葉
子
版
框
明
顯
小
得
多
、
連
字
體
亦

異
（
こ
れ
ら
の
題
識
〔
版
心
の
「
石
渠
閣
補
」
な
ど
の
こ
と
〕
を
加
え
な
い

全
葉
補
刊
が
最
後
に
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ら
の
葉
に

は
題
識
が
あ
る
も
の
に
質
が
劣
る
と
い
う
現
象
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。
巻
八
十
八
の
最
後
の
二
葉
は
特
筆
に
値
す
る
例
で
あ
る
。
こ

の
二
枚
の
題
識
の
な
い
補
刊
葉
は
、
そ
の
他
の
葉
に
比
べ
て
版
型
が
明
ら
か

に
は
る
か
に
小
さ
く
、
字
体
ま
で
異
な
る
の
で
あ
る
）」
と
す
る
。

　

実
は
こ
の
二
葉
は
、
す
で
に
氏
岡
論
文
が
指
摘
し
、
更
に
上
原
・

荒
木
論
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
で
唯
一
、
原
刻

本
が
失
わ
れ
た
た
め
か
、
百
二
十
回
本
の
い
ず
れ
か
に
基
づ
い
て
新
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た
に
作
ら
れ
た
補
刊
葉
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
補
刊
題
識
の
な
い

補
刊
葉
に
は
烏
絲
欄
が
な
く
、
字
体
も
全
然
違
う
こ
と
が
わ
か
る
と

い
う
高
島
氏
の
認
識
は
誤
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
校
記
が
こ
の
葉
が

特
殊
で
あ
る
と
明
記
し
な
か
っ
た
た
め
、
原
本
を
閲
覧
し
て
い
な
い

こ
の
時
の
高
島
氏
に
は
分
か
る
は
ず
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
て
、
や
む

を
得
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
馬
氏
が
こ
れ
を
も
っ
て
題
識

の
な
い
補
刊
葉
の
代
表
と
す
る
の
は
、
や
は
り
問
題
の
あ
る
書
き
方

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

上
原
・
荒
木
論
文
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
補
刻
葉
に
つ
い

て
は
、
版
心
に
「
石
渠
／
閣
補
」
と
あ
る
も
の
が
二
百
三
十
七
葉
、

「
康
煕
五
年
／
石
渠
閣
補
」
と
あ
る
も
の
が
、
こ
れ
が
削
ら
れ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
二
葉
を
含
め
て
十
七
葉
あ
る
。
こ
の
他
、
版
木
に
部

分
的
補
修
が
施
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
ま
た
版
心
に
何
も
書
か
れ
て

い
な
い
が
補
刻
葉
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
も
あ
る
（
詳
細
は

上
原
・
荒
木
両
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
）。
た
だ
し
、
後
二
者
に
つ

い
て
は
確
定
し
が
た
い
点
も
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
判
断
が
分
か
れ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
は
排
除
し
て
、

圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
「
石
渠
閣
補
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
葉
に
つ

い
て
考
え
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
の
葉
が
ど
の
程
度
に
原
本
に
忠
実
で

あ
る
か
が
石
渠
閣
本
の
価
値
を
決
定
す
る
重
要
な
要
素
に
な
る
は
ず

で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
氏
岡
論
文
が
嘉
靖
本
・
容
與
堂
本
と
の

本
文
比
較
に
よ
り
、
両
本
と
の
異
同
状
況
に
つ
い
て
原
刻
部
分
と
補

刻
部
分
に
大
き
な
差
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
、
古
い
本
文
を
持
つ
も

の
と
考
え
ら
れ
る
嘉
靖
本
と
補
刻
部
分
の
本
文
が
し
ば
し
ば
一
致
す

る
こ
と
を
中
心
に
し
て
、
補
刻
部
分
に
一
定
の
信
頼
性
が
あ
る
こ
と

を
論
じ
て
い
る
。
氏
岡
論
文
の
主
旨
は
十
分
に
説
得
力
の
あ
る
も
の

で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
石
渠
閣
本
内
部
の
状
況
と
い
う
異
な
っ
た
方

面
か
ら
補
刻
部
分
の
信
頼
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
本
文
の
正
確
さ
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。『
三
國
志
演

義
』
な
ど
に
比
較
し
て
、『
水
滸
傳
』
諸
版
本
に
は
誤
字
・
脱
字
は

少
な
く
、
同
じ
単
語
が
近
接
し
て
現
れ
た
時
に
、
間
の
文
章
を
飛
ば

し
て
し
ま
う
い
わ
ゆ
る
「
同
詞
脱
文
」
も
、『
三
國
志
演
義
』
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
多
数
認
め
ら
れ
る
の
と
は
対
照
的

に
、
各
版
本
と
も
ほ
と
ん
ど
そ
の
事
例
が
な
い
。
と
は
い
え
、
誤
り

が
皆
無
で
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
善
本
と
し
て
知
ら
れ
る
中
国
国
家
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図
書
館
所
蔵
の
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
に
も
一
定
量
の
誤
字
・
脱
字

が
認
め
ら
れ
る
。
北
京
本
と
同
版
で
あ
る
は
ず
の
内
閣
本
に
、
北
京

本
と
の
異
同
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
誤
り
を
修
正
し

た
こ
と
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し
、
明
ら
か
な
誤
字
の
修
正

よ
り
も
、
文
章
表
現
の
改
善
を
意
図
し
た
改
変
の
方
が
多
い
）。
そ
の
結
果
、

内
閣
本
に
は
あ
ち
こ
ち
に
一
格
に
二
字
、
二
格
に
四
字
と
い
っ
た
形

で
無
理
な
改
変
を
加
え
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

無
窮
會
蔵
本
は
『
水
滸
傳
』
諸
本
の
中
で
は
比
較
的
誤
字
が
多
い
方

で
あ
り
、
百
二
十
回
本
も
稀
に
誤
字
が
あ
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
石
渠
閣
本
は
、
補
刻
部
分
も
含
め
て
ほ
と
ん
ど
誤

字
が
な
い
。
こ
れ
は
、
原
本
が
入
念
な
校
正
を
経
た
テ
キ
ス
ト
で
あ

っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
補
刻
部
分
に
つ
い
て
は
、

原
本
に
極
め
て
忠
実
な
、
つ
ま
り
原
本
に
直
接
依
拠
し
た
可
能
性
が

非
常
に
高
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

次
に
、
客
観
的
な
指
標
と
し
て
字
数
の
問
題
を
取
り
上
げ
よ
う
。

も
し
本
文
に
異
同
が
あ
れ
ば
、
必
ず
字
数
に
ず
れ
が
生
じ
る
。
従
っ

て
、
補
刻
葉
が
も
し
原
刻
に
基
づ
か
ず
、
他
の
版
本
に
依
拠
す
る
、

も
し
く
は
他
の
版
本
を
参
考
に
し
て
補
刻
者
が
本
文
を
作
り
上
げ
る

と
い
っ
た
手
法
を
取
っ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
必
ず
補
刻
葉
と
原
刻
葉

の
境
目
で
文
章
が
続
か
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
石
渠

閣
本
に
は
そ
の
よ
う
な
ず
れ
は
一
切
認
め
ら
れ
な
い
。
石
渠
閣
本
の

中
で
、
内
閣
本
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
な
一
格
二
字
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
康
煕
五
年
補
刻
葉
で
あ
る
第
三
十
七
回
第
十
一
葉
ｂ
（
以
下

「
11
ｂ
」
と
い
う
形
で
示
す
）
に
「
諢
名
」
を
一
格
に
入
れ
て
い
る
一

例
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
点
で
も
、
補
刻
葉
と
原
刻
葉
の
間
で

字
数
調
整
を
要
し
た
形
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

次
に
、
字
体
に
つ
い
て
は
、
補
刻
葉
は
明
ら
か
に
原
刻
と
は
異
な

る
も
の
の
、
明
朝
体
（
仿
宋
体
）
で
は
な
く
趙
体
で
あ
り
、
か
な
り

字
体
の
異
な
る
康
煕
五
年
補
刻
葉
に
つ
い
て
は
断
言
で
き
な
い
も
の

の
、
少
な
く
と
も
版
心
に
「
石
渠
閣
補
」
と
あ
る
部
分
に
つ
い
て
は
、

で
き
る
だ
け
原
刻
に
似
せ
よ
う
と
す
る
意
図
が
認
め
ら
れ
る
。
更
に
、

一
部
の
文
字
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
字
体
も
、
原
刻
部
分
と
補
刻
部
分

で
共
通
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

「
願
」
に
つ
い
て
は
、
原
刻
本
で
は
「

」
と
い
う
字
体
を
用
い

る
例
が
多
く
、
時
に
「
願
」「
愿
」
も
使
用
さ
れ
る
と
い
う
状
況
に

あ
る
。
例
え
ば
第
四
回
の
原
刻
部
分
で
あ
る
5
ｂ
で
は
「

」（
5
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ｂ
に
は
も
う
一
例
あ
る
が
、
こ
こ
は
文
字
が
見
え
な
い
た
め
手
書
き
で

「
願
」
と
あ
る
）
で
あ
る
一
方
で
、
第
五
回
1
ｂ
と
4
ａ
（
二
例
）
は

「
願
」、
第
七
回
2
ａ
は
「
愿
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

補
刻
葉
で
あ
る
第
四
回
4
ｂ
は
「
願
」
と
「
愿
」、
17
ｂ
は
「

」、

第
七
回
4
ａ
は
「
愿
」
と
「

」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「

」
と
い

う
特
徴
的
な
字
体
を
用
い
る
こ
と
が
共
通
す
る
の
み
な
ら
ず
、
三
種

の
字
体
を
混
在
さ
せ
て
い
る
点
も
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の

他
、「
幾
」
を
「

」、「
遭
」
を
「
遭恵
」、「
辭
」
を
「
辤
」
と
表
記

す
る
の
は
、
原
刻
部
分
と
補
刻
部
分
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
用
字

法
で
あ
る
。
こ
れ
ら
も
補
刻
が
原
刻
に
字
体
ま
で
忠
実
に
従
お
う
と

し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

　

ま
た
石
渠
閣
本
は
、
容
與
堂
本
と
同
様
、
名
詞
の
後
に
つ
い
て
場

所
を
示
す
「li

」
に
つ
い
て
は
「
視裡
」「
裡
」「
裏
」「
里
」、
量
詞
の

「ge

」
に
つ
い
て
は
「
箇
」「
個
」
と
い
う
複
数
の
表
記
を
混
在
さ

せ
、
一
方
で
「
這
里
」「
那
里
」
は
ほ
ぼ
「
里
」
に
統
一
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、「
裏
」「
箇
」
に
統
一
す
る
百
二
十
回
本
や
、「
這
里
」「
那

里
」
は
「
里
」、
そ
の
他
は
「
裏
」
と
「
箇
」
に
統
一
す
る
金
聖
歎

本
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
表
記
法
は
未
整
理
の
段
階
に
あ
る
。
た
だ
、

全
体
と
し
て
は
複
数
の
表
記
が
混
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
ら

の
表
記
は
、
各
一
回
単
位
、
あ
る
い
は
回
の
前
半
と
後
半
と
い
っ
た

部
位
ご
と
に
あ
る
程
度
共
通
し
た
性
格
を
示
す
。
こ
れ
は
、
一
人
の

版
下
書
き
が
ま
と
ま
っ
た
部
分
の
作
業
を
担
当
す
る
た
め
、
そ
の
人

物
の
用
字
意
識
が
反
映
す
る
こ
と
に
由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
。
そ

し
て
、
そ
の
性
格
は
、
原
刻
部
分
で
あ
る
と
補
刻
部
分
で
あ
る
と
を

問
わ
ず
、
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。「
喫
」
と
「
吃
」、

「
響
」
と
「
嚮
」、「
牀
」
と
「
床
」、「
荘
」
と
「
庄
」
な
ど
に
つ
い

て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。

　

第
四
・
二
十
一
・
三
十
八
回
と
い
う
離
れ
た
位
置
に
あ
る
三
つ
の

回
を
例
に
考
え
て
み
よ
う
。
次
の
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

「li

」「ge

」「chi

」
の
表
記
の
出
現
数
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
四
回
を
例
に
と
っ
て
説
明
し
よ
う
。
こ
の
回
は
全
十
七
葉
の
う
ち

補
刻
と
明
記
す
る
も
の
が
五
と
か
な
り
の
補
刻
部
分
を
含
む
。
更
に
、

上
原
・
荒
木
論
文
に
よ
れ
ば
、
第
十
三
・
十
四
葉
に
は
「
石
渠
閣

補
」
の
文
字
は
な
い
が
、
字
形
・
匡
郭
の
状
況
か
ら
見
て
補
刻
の
疑

い
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
「
石
渠
閣
補
」

と
あ
る
五
葉
と
補
刻
の
疑
い
の
あ
る
二
葉
を
除
い
た
十
葉
を
原
刻
葉
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と
見
な
す
こ
と
に
す
る
。

「
4
原
刻　

10
」
と
は
、

第
四
回
に
原
刻
葉
が
十
葉

あ
る
こ
と
を
示
す
。
補
刻

葉
に
つ
い
て
は
、「
石
渠

閣
補
」
と
あ
る
五
葉
の
数

値
を
記
し
、
そ
の
後
に

（　

）
を
附
し
て
第
十

三
・
十
四
葉
に
お
け
る
出

現
数
を
加
え
た
数
値
を
記

す
。
第
二
十
一
回
の
第

五
・
六
葉
に
つ
い
て
も
上

原
・
荒
木
論
文
に
よ
り
補

刻
葉
の
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
た
め
、
同
様
の

措
置
を
取
っ
て
あ
る
。
第

二
十
一
回
の
「
康
煕
」
は
、

康
煕
五
年
補
刻
葉
の
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
「
這
里
」「
那
里
」
は
ほ
ぼ
「
里
」
に
統
一
さ
れ
て

い
る
た
め
、
数
か
ら
は
除
い
て
あ
る
。

　

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
三
つ
の
回
の
表
記
に
は
異
な
る
性

格
が
認
め
ら
れ
る
。
第
四
・
二
十
一
回
は
「
裏
」
の
使
用
例
が
少
な

い
の
に
対
し
て
、
第
三
十
八
回
は
多
く
、
逆
に
第
三
十
八
回
で
は
、

他
の
二
回
で
多
用
さ
れ
て
い
る
「
視裡
」
が
二
例
し
か
用
い
ら
れ
て
い

な
い
。
一
方
「
個
」
は
、
第
二
十
一
回
原
刻
葉
で
は
合
計
十
二
例
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
四
回
は
二
例
、
第
三
十
八
回
で
は
皆

無
で
あ
る
。
ま
た
「
喫
」
は
、
第
二
十
一
・
三
十
八
回
で
は
多
く
用

い
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
第
四
回
で
は
一
度
も
使
用
さ
れ
て
い
な

い
。
つ
ま
り
、
三
者
三
様
の
特
徴
を
持
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
、
全
く
同
じ
傾
向
が
補
刻
葉
に
お
い
て
も
認
め
ら
れ
る
の

で
あ
る
。
第
四
回
の
補
刻
葉
に
は
「
喫
」
の
用
例
が
な
く
、
第
二
十

一
回
で
は
補
刻
葉
・
康
煕
五
年
補
刻
葉
を
通
じ
て
「
個
」
が
使
用
さ

れ
、
第
三
十
八
回
補
刻
葉
で
は
「
裏
」
が
用
い
ら
れ
る
一
方
で
、

「
視裡
」
の
例
は
な
い
。

　

も
う
一
つ
注
意
さ
れ
る
の
は
、
補
刻
葉
に
し
ば
し
ば
古
い
表
記
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
第
五
回
8
ｂ
（
補
刻
葉
）
に

4 原刻 10 4 補刻 5（7）21原刻 9 21補刻 4（6）21康煕 2 38原刻 13 38補刻 2

視裡 16 3（12） 19 2（2） 4 2 0

裡 4 6（6） 18 10（16） 0 13 2

裏 0 4（6） 4 1（5） 2 25 5

箇 31 18（24） 20 8（12） 2 82 6

個 2 0（0） 12 4（10） 10 0 0

喫 0 0（0） 14 1（1） 0 8 18

吃 18 11（37） 13 0（2） 0 12 3
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

「
再
説
魯
智
深
正
吃
酒
俚
（
さ
て
魯
智
深
は
ち
ょ
う
ど
酒
を
飲
ん
で
い
ま

す
）」
と
あ
る
。
こ
の
「
俚
」
は
状
態
・
動
作
の
持
続
を
示
す
語
気

助
詞
で
あ
り
、
元
雑
劇
の
古
名
家
本
な
ど
で
は
「
里
」
と
表
記
さ
れ

て
い
た
も
の
が
、「li
」
を
機
能
別
に
書
き
分
け
る
た
め
、「
哩
」
と

表
記
さ
れ
る
方
向
に
進
行
す
る
。
し
か
し
、
容
與
堂
本
に
は
一
部
、

明
ら
か
に
語
気
助
詞
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
俚
」
と
す
る
表
記

が
認
め
ら
れ
、
そ
れ
ら
の
例
は
す
べ
て
他
の
版
本
で
は
「
哩
」
に
改

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
里
」
か
ら
の
書
き
分
け
が
進
行
す
る

過
程
で
、
一
時
「
俚
」
と
い
う
表
記
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す

も
の
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、「
俚
」
は
古
い
表
記
で
あ
っ
て
、
後

に
す
べ
て
「
哩
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
表
記

が
補
刻
葉
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
補
刻
葉
が
原
文

を
字
体
ま
で
忠
実
に
写
し
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
う
一
つ
同
様
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
第
三
十
二
回
5
ａ
（
原
刻

葉
）
に
、「
打
得
麻
了
動
旦
不
得
（
殴
ら
れ
て
し
び
れ
て
し
ま
い
動
け
な

い
）」
と
あ
る
。
容
與
堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
）
以
下
の
テ
キ
ス
ト

で
は
「
動
旦
」
が
「
動
撣
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
容
與
堂
本
系
統
で

も
天
理
本
と
四
知
館
本
は
「
動
旦
」
で
あ
る
。
続
く
11
ｂ
（
補
刻

葉
）
に
も
、「
宋
江
已
自
凍
得
身
體
麻
木
了
、
動
旦
不
得
（
宋
江
は
も

う
体
中
凍
え
て
麻
痺
し
て
し
ま
い
、
動
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
）」
と
ほ
ぼ

同
じ
例
が
あ
り
、
や
は
り
容
與
堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
）
以
下
の
テ

キ
ス
ト
で
は
「
動
旦
」
が
「
動
撣
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
天
理
本
と

四
知
館
本
は
「
動
旦
」
で
あ
る
。「
動
旦
」
は
「
動
撣
」
よ
り
古
い

表
記
と
推
定
さ
れ
、
こ
れ
は
天
理
本
が
し
ば
し
ば
北
京
本
よ
り
古
い

本
文
を
残
し
て
い
る
事
例
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
（
前
述
し
た
よ
う

に
、
四
知
館
本
は
天
理
本
の
忠
実
な
翻
刻
本
で
あ
る
）。
つ
ま
り
、
や
は

り
補
刻
葉
が
古
い
表
記
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、

同
じ
回
の
原
刻
葉
と
補
刻
葉
に
全
く
同
じ
特
徴
的
な
表
記
が
見
ら
れ
、

両
者
が
と
も
に
天
理
本
・
四
知
館
本
と
の
み
一
致
す
る
こ
と
は
、
こ

の
部
分
の
補
刻
が
原
刻
に
非
常
に
忠
実
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も

の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
に
よ
り
、
補
刻
葉
が
原
刻
を
忠
実
に
再
現
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
も
の
と
思
わ

れ
る
。
無
論
、
補
刻
葉
に
ミ
ス
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
最
も
興
味

深
い
の
は
第
三
十
七
回
9
ｂ
（
補
刻
葉
）
か
ら
10
ａ
（
康
煕
五
年
補
刻

葉
）
に
か
け
て
の
次
の
事
例
で
あ
る
。

㉕

㉖

㉗
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我
有
個
兄
弟
、
却
又
了
得
、
渾
身
雪
練
也
似
一
身
白
肉
、
沒

得
四
五
十
里
水
面
。

　

こ
の
「
沒
」
は
、
金
聖
歎
本
以
外
の
テ
キ
ス
ト
で
は
「
㳇
」
と
な

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
泳
ぐ
こ
と
を
意
味
す
る
語
で
あ
り
、「
赴
」
と

表
記
さ
れ
て
い
た
も
の
を
、「
赴
水
」
で
投
身
自
殺
を
意
味
す
る
文

言
と
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
新
た
に
造
ら
れ
た
文
字
で
あ
っ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
文
字
は
あ
ま
り
に
も
見
慣
れ
な
い
た

め
定
着
し
な
か
っ
た
ら
し
く
、
他
に
は
あ
ま
り
用
例
が
な
い
。
康
煕

五
年
補
刻
本
が
制
作
さ
れ
た
頃
に
は
、
す
で
に
こ
の
文
字
を
知
る
人

が
い
な
く
な
っ
て
い
た
た
め
、
字
形
の
類
似
し
た
「
沒
」
と
判
断
し

て
、
こ
の
よ
う
に
刊
刻
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
同
様

の
誤
り
は
も
っ
と
早
く
生
じ
て
い
た
ら
し
く
、
金
聖
歎
本
も
「
没
」

と
し
て
い
る
（
ち
な
み
に
第
三
十
八
回
に
複
数
見
え
る
「
㳇
」
は
、
石
渠

閣
本
は
原
刻
葉
で
「
㳇
」
の
ま
ま
、
金
聖
歎
本
は
す
べ
て
「
赴
」
に
書
き
換

え
て
い
る
）。

　

こ
の
他
に
も
、
補
刻
葉
に
は
稀
に
誤
字
ら
し
き
も
の
が
認
め
ら
れ

る
が
、
そ
れ
は
極
め
て
例
外
的
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
み
る
と
原
刻

本
を
非
常
に
忠
実
に
再
現
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
石

渠
閣
本
の
本
文
に
つ
い
て
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
原
刻
か
補
刻

か
と
い
う
点
に
注
意
を
払
い
つ
つ
も
、
基
本
的
に
は
両
者
を
一
括
し

て
扱
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

四　

石
渠
閣
補
刻
本
の
本
文

　

本
章
に
お
い
て
は
、
い
よ
い
よ
石
渠
閣
本
本
文
が
『
水
滸
傳
』
諸

版
本
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
え
て
い
き
た
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
氏
岡
論
文
が
嘉
靖
本
と
の
比
較
を
中
心
に
論

を
進
め
、
石
渠
閣
本
の
本
文
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
中
間
に
あ
る

と
の
結
論
を
得
て
い
る
。
こ
の
結
論
は
基
本
的
に
正
し
い
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
更
に
全
面
的
な
考
察
を
試
み
た
い
。
な
お
、

前
章
ま
で
の
考
察
に
基
づ
き
、
補
刻
葉
も
原
刻
葉
と
同
様
に
考
察
の

対
象
と
す
る
が
、
一
応
の
区
別
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

補
刻
葉
の
例
に
つ
い
て
は
「
石
」
の
後
に
（
補
）
と
記
す
こ
と
に
す

る
。

　

石
渠
閣
本
の
本
文
は
、
基
本
的
に
は
容
與
堂
本
と
大
差
な
い
。
一

見
す
る
と
同
一
本
文
の
翻
刻
本
と
す
ら
見
え
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で

㉘
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

石
渠
閣
本
の
本
文
に
つ
い
て
真
剣
な
検
討
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

原
因
の
一
つ
か
と
思
わ
れ
る
。
全
百
回
か
ら
な
り
、
各
回
に
回
頭
の

詩
詞
を
有
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
一
連
の
容
與
堂
本
系
統
の
テ
キ
ス
ト

（
四
知
館
本
を
含
む
）
以
外
に
は
石
渠
閣
本
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
ま

た
百
巻
百
回
か
ら
な
る
テ
キ
ス
ト
も
、
石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
系
統

の
テ
キ
ス
ト
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
容
與
堂
本
（
天
理
本
）
の
忠

実
な
覆
刻
で
あ
る
四
知
館
本
と
は
異
な
り
、
石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本

の
間
に
は
、
随
処
に
有
意
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。

　

つ
ま
り
、
石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
系
統
の
諸
本
と
は
、
非
常
に
近

い
関
係
に
あ
る
別
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な

テ
キ
ス
ト
は
、
石
渠
閣
本
し
か
存
在
し
な
い
。
従
来
最
古
の
完
全
な

テ
キ
ス
ト
と
さ
れ
て
き
た
容
與
堂
本
を
相
対
化
し
う
る
と
い
う
点
だ

け
で
も
、
石
渠
閣
本
の
価
値
は
非
常
に
高
い
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
当
然
な
が
ら
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
両
者
の
関
係
で
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
鍵
に
な
る
の
が
両
者
の
本
文
異
同
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
全
体
的
に

い
っ
て
、
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
が
誤
っ
て
い
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、

石
渠
閣
本
の
本
文
が
正
し
い
と
い
う
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

正
し
い
本
文
を
持
つ
こ
と
は
、
必
ず
し
も
原
型
を
伝
え
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
誤
っ
た
本
文
を
後
出
の
テ

キ
ス
ト
が
修
正
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
両
者
の
関

係
を
決
定
す
る
た
め
に
は
、
明
ら
か
に
一
方
が
原
型
で
あ
る
こ
と
を

示
す
事
例
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
ず
第
二
十
一
回
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
事
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

閻
婆
惜
殺
し
の
く
だ
り
で
あ
る
。

ま
ず
8
ａ
の
例
。

石
：
衆　

道
、
我
方
纔
見
他
和
閻
婆
兩
箇
過
去
一
路
走
着
。

容
：
衆
人
道
、
我
方
纔
見
他
和
閻
婆
兩
箇
過
去
一
路
走
着
。

　

石
渠
閣
本
で
は
「
衆
道
」
で
あ
る
部
分
が
、
容
與
堂
本
で
は
「
衆

人
道
」
と
な
っ
て
お
り
、
無
窮
會
蔵
本
・
芥
子
園
本
・
一
連
の
百
二

十
回
本
・
金
聖
歎
本
（
以
下
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
「
無
窮
會
蔵
本
以
下
」

と
略
称
す
る
）
も
「
衆
人
道
」
で
あ
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
、
石
渠

閣
本
が
誤
っ
て
「
人
」
を
脱
落
さ
せ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
事
情
は

そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
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容
與
堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
。
天
理
本
は
こ
の
部
分
を
缺
く
）
で
は
、

「
衆
人
道
」
は
二
字
分
の
ス
ペ
ー
ス
に
無
理
矢
理
詰
め
込
ま
れ
て
い

る
の
で
あ
る
（
以
下
不
自
然
な
字
配
り
の
部
分
に
は
傍
線
を
附
す
）。
こ

れ
は
、
北
京
本
は
容
與
堂
本
最
初
の
印
本
で
は
な
く
、
最
初
の
版
木

（
以
下
「
原
刻
本
」
と
呼
ぶ
）
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を

意
味
す
る
。
原
刻
本
で
は
、
こ
の
部
分
に
は
二
字
し
か
な
く
、
再
印

に
当
た
っ
て
そ
れ
で
は
不
自
然
だ
と
判
断
し
た
刊
行
者
が
、
修
正
を

加
え
て
無
理
に
三
文
字
に
し
た
結
果
が
現
在
の
北
京
本
の
姿
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
し
て
四
知
館
本
は
、
石
渠
閣
本
と
同
じ
く
「
衆
道
」
で

あ
る
。
四
知
館
本
が
天
理
本
の
忠
実
な
翻
刻
で
あ
る
点
か
ら
す
る
と
、

今
は
缺
葉
と
な
っ
て
い
る
た
め
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
天
理
本
も

「
衆
道
」
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ

し
て
前
述
の
よ
う
に
、
天
理
本
は
し
ば
し
ば
北
京
本
よ
り
古
い
、
つ

ま
り
原
刻
本
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
。
す
る
と
、
原
刻
本
は
「
衆

道
」
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
と
考
え
た
北
京
本

（
原
刻
本
と
北
京
本
の
間
で
更
に
修
正
が
あ
っ
た
可
能
性
も
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
修
正
が
そ
の
段
階
で
加
え
ら
れ
た
可
能
性
は
、
後
述
の
よ
う
に
か
な
り

高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
）
の
印
行
者
が
修
正
を
加
え
、「
衆
道
」
を

「
衆
人
道
」
に
修
正
し
た
が
、
同
一
の
版
木
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、

二
文
字
分
に
三
文
字
詰
め
込
ま
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。
そ
し
て
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
は
、
こ
の
修
正
を
経
た
テ
キ

ス
ト
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
諸
点
か
ら
考
え
て
、
石
渠
閣
本
の
本
文
は
、
北
京
本
よ
り

古
い
、
容
與
堂
本
の
原
刻
本
と
同
一
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
も
の
と

判
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
続
く
9
ａ
に
も
同
様
の
事
例
が
認
め
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

石
：
𨚫
把
兩
扇
門
關
上
拏
拴　

了
、
口
裡
只
顧
罵
。

容
：
𨚫
把
兩
扇
門
關
上
拏
拴
拴
了
、
口
視裡
只
顧
罵
。

　

こ
こ
で
も
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
は
「
拏
拴
拴
了
」
と
容
與
堂
本
に

合
致
す
る
。
し
か
し
、
容
與
堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
。
天
理
本
は
こ

の
部
分
を
缺
く
）
は
「
拴
了
口
視裡
」
を
三
字
分
に
詰
め
込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
、
四
知
館
本
は
「
拏
拴
了
」
と
石
渠
閣
本
と
同
じ
本
文
を
持

つ
。
こ
こ
で
も
、
四
知
館
本
は
原
刻
本
の
本
文
を
伝
え
て
お
り
、

「
拏
拴
了
」
で
は
「
か
ん
ぬ
き
を
持
っ
て
か
ん
ぬ
き
を
掛
け
る
」
と
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は
な
ら
な
い
と
考
え
た
人
物
が
「
拴
」
を
附
け
加
え
た
と
見
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
石
渠
閣
本
の
本
文
は
原
刻
本
と
一
致
し
て
い

る
。

　

更
に
15
ａ
（
補
刻
葉
）
に
は
次
の
よ
う
な
例
が
あ
る
（
こ
の
例
は
氏

岡
論
文
で
も
言
及
さ
れ
て
い
る
）。

石
（
補
）：
宋
江
聼
了
公
廳
兩
字
、
怒
氣　

起
、
那
里
按
納
得
住
。

容�

：
宋
江
聽
了
公
廳
兩
字
、
怒
氣
直
起
、
那
里
按
納
得
住
。

　

下
線
を
附
し
た
「
直
起
」
の
二
字
は
、
原
本
で
は
小
さ
い
字
で
一

格
に
横
に
並
列
さ
れ
て
い
る
。

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
は
す
べ
て
「
直
起
」
で
あ
る
が
、
容
與
堂
本
系

統
の
内
部
で
は
、
天
理
本
が
「
怒
氣
起
」、
内
閣
本
が
「
怒
氣
直
冲

起
來
」
と
、
傍
線
部
に
つ
い
て
は
一
格
に
四
字
を
詰
め
込
ん
で
い
る

（
四
知
館
本
は
缺
）。
こ
こ
で
も
、
天
理
本
が
原
刻
本
の
本
文
を
伝
え
、

石
渠
閣
本
は
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
こ
れ
は

補
刻
葉
で
あ
っ
て
も
古
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
事
例
で
も
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
は
、
い
ず
れ
も
第
二
十
一
回
の
も
の
で
あ
り
、
局
地

的
な
現
象
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
か
し
、
同
様
の
例
は
他
の
部

分
に
も
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
第
二
十
四
回
20
ａ
に
お
け
る
逆
パ
タ
ー
ン
の
事
例
を
あ
げ
よ

う
。
西
門
慶
が
王
婆
を
賞
賛
す
る
言
葉
で
あ
る
。

石
：
然
雖
道
上
不
得
凌
烟
閣
、
端
的
好
計
。

容
：
強雖
然　

上
不
得
凌
煙
閣
、
端
的
好
計
。

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
も
「
雖
然
上
不
得
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
容
與

堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
）
は
、「
強雖
然
」
の
二
文
字
が
不
自
然
に
大

き
く
、
三
文
字
分
を
占
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
容
與
堂
本
系
統
で
も

天
理
本
・
四
知
館
本
は
「
然
雖
道
上
不
得
」
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ

こ
で
も
天
理
本
・
四
知
館
本
が
原
型
で
あ
り
、
前
の
事
例
と
は
逆
に
、

「
然
雖
道
」
が
不
自
然
で
あ
る
と
考
え
た
人
物
が
、
こ
の
三
字
を
削

っ
て
「
雖
然
」
の
二
文
字
を
入
れ
た
結
果
、
不
自
然
な
字
配
り
に
な

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
石
渠
閣
本
は
天
理
本
・
四
知
館

本
と
合
致
し
て
い
る
。

　

続
い
て
第
二
十
六
回
4
ｂ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
武
松
が
兄
の
霊
前
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に
行
く
場
面
で
あ
る
。

石
：
呌
土
兵
打
了
一
條
蔴
縧
繋
在　
　

身
邉
蔵
了
一
把
尖
長
柄
短
背

容
：
叫
圡
兵
打
了
一
條
麻
縧
繋
在
腰
視裡
身
邉
藏
了
一
把
尖
長
柄
短
背

厚
刃
薄
的
觧
腕
刀
。

厚
刃
薄
的
解
腕
刀
。

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
も
「
在
腰
裏
身
邊
」
と
、
表
記
こ
そ
異
な
る
も

の
の
、
容
與
堂
本
と
同
じ
本
文
を
持
つ
が
、
容
與
堂
本
（
北
京
本
・

内
閣
本
）
は
「
腰
視裡
身
邊
」
の
四
字
を
二
文
字
分
に
詰
め
込
ん
で
い

る
。
そ
し
て
、
天
理
本
・
四
知
館
本
は
、「
在
身
邊
」
と
な
っ
て
お

り
、
や
は
り
天
理
本
が
原
刻
本
の
本
文
を
伝
え
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
こ
れ
は
、「
身
邊
」
が
「
麻
縧
」
を
掛
け
る
場
所
と
「
解
腕

刀
」
を
隠
す
場
所
を
兼
用
す
る
の
は
不
自
然
と
判
断
し
た
人
物
が

「
腰
視裡
」
を
追
加
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
も
石
渠
閣
本

は
天
理
本
・
四
知
館
本
と
合
致
し
て
い
る
。

　

次
に
、
不
自
然
な
字
配
り
が
見
ら
れ
る
も
の
以
外
の
事
例
を
あ
げ

よ
う
。
第
二
十
八
回
6
ｂ
、
牢
に
入
れ
ら
れ
た
囚
人
の
こ
と
を
述
べ

る
場
面
で
あ
る
。

石
：
大
鐵
鏈
鎻
着
也
要
過
里
。

容
：
大
鐵
鏈
鎻
着
也
要
過
哩
。

　

語
気
助
詞
「li

」
が
「
里
」
と
記
さ
れ
る
の
は
、
前
述
し
た
よ
う

に
古
い
表
記
で
あ
り
、「li

」
の
表
記
は
全
体
に
「
里
」
か
ら

「
哩
」
に
移
行
す
る
傾
向
に
あ
る
。
容
與
堂
本
（
北
京
本
・
内
閣
本
）

は
「
哩
」、
無
窮
會
蔵
本
以
下
も
「
哩
」
で
あ
る
が
、
容
與
堂
本
系

統
で
も
天
理
本
と
四
知
館
本
は
「
里
」
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
容
與
堂

原
刻
本
は
「
里
」
で
あ
り
、
他
の
「li

」
と
区
別
す
る
必
要
を
感
じ

た
人
物
が
そ
れ
を
「
哩
」
に
書
き
換
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

石
渠
閣
本
も
「
里
」
と
な
っ
て
お
り
、
天
理
本
・
四
知
館
本
と
合
致

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
石
渠
閣
本
は
、
お
そ
ら
く
容
與
堂
原
刻
本
で

使
用
さ
れ
て
い
た
の
と
同
じ
古
い
表
記
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。

　

後
半
に
な
る
と
、
天
理
本
・
四
知
館
本
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
こ
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と
が
少
な
く
な
る
た
め
、
こ
う
し
た
事
例
を
指
摘
す
る
こ
と
は
難
し

く
な
る
が
、
と
り
あ
え
ず
第
二
十
一
回
の
局
地
的
な
現
象
で
は
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

以
上
の
事
例
か
ら
、
石
渠
閣
本
が
少
な
く
と
も
容
與
堂
本
の
北
京

本
よ
り
古
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
。
で
は
、
石
渠
閣
本
は
容
與
堂
本
の
原
刻
本
に
基
づ
い
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

第
十
二
回
9
ａ
の
事
例
を
見
よ
う
。
北
京
で
調
練
が
始
ま
る
場
面

で
あ
る
。

石
（
補
）：
三
五
十
對
金
鼓
手
、
一　

彂
起
攂
来
。

容�

：
三
五
十
對
金
鼓
手
、
一
齊
發
起
攂
來
。

　

こ
こ
で
は
、
天
理
本
・
四
知
館
本
も
含
め
て
、
容
與
堂
本
系
統
の

諸
本
は
す
べ
て
同
じ
本
文
を
持
つ
。
た
だ
、
北
京
本
・
内
閣
本
・
天

理
本
は
、
い
ず
れ
も
「
一
齊
」
を
一
格
に
二
字
並
列
で
入
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
石
渠
閣
本
は
そ
の
二
字
分
が
「
一
」
一
文
字
に
な
っ
て
い

る
の
で
あ
る
。「
一
發
起
攂
來
」
で
も
特
に
問
題
は
な
い
の
だ
が
、

お
そ
ら
く
こ
の
後
で
太
鼓
を
打
つ
こ
と
を
意
味
す
る
動
詞
と
し
て

「
發
」
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
表
現
に
整
合
性
を
持
た
せ
よ

う
と
し
て
改
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
天
理
本
・
四
知
館
本

よ
り
古
い
本
文
を
石
渠
閣
本
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ

る
と
と
も
に
、
補
刻
葉
で
あ
っ
て
も
古
い
本
文
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
を
示
す
も
の
で
も
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
第
二
十
三
回
4
ａ
の
同
様
の
事
例
を
あ
げ
よ
う
。
武

松
が
虎
殺
し
の
前
に
酒
を
飲
む
場
面
で
あ
る
。

石
：
只
見
店
主
人
把
三　

碗
一
雙
筯
一
碟
熱
菜
放
在
武
松
面
前
。

容
：
只
見
店
主
人
把
三
隻
碗
一
雙
筯
一
碟
熱
菜
放
在
武
松
面
前
。

　

こ
こ
で
も
、「
三
碗
」
と
す
る
の
は
石
渠
閣
本
の
み
で
あ
り
、
他

本
は
天
理
本
・
四
知
館
本
も
含
め
て
す
べ
て
「
三
隻
碗
」
で
あ
る
が
、

容
與
堂
本
系
統
の
諸
本
（
四
知
館
本
を
含
む
）
は
「
三
隻
」
を
一
画
に

二
字
並
列
で
入
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
原
型
は
「
三
碗
」
で
あ
っ
た

が
、
後
に
続
く
と
も
に
量
詞
を
伴
う
「
一
雙
筯
」「
一
碟
熱
菜
」
と

不
釣
り
合
い
と
考
え
た
人
物
が
、
量
詞
「
隻
」
を
追
加
し
た
の
で
あ
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ろ
う
。
こ
れ
は
、
石
渠
閣
本
の
み
が
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
事
例

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
は
明
ら
か
に
現
存
す
る
容
與
堂
本
よ

り
古
い
本
文
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
容
與
堂
系
統
の
諸
本
に
修

正
の
形
跡
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
石
渠
閣
本
の
方
が
現
存

す
る
容
與
堂
系
統
の
諸
本
よ
り
古
い
本
文
を
持
つ
こ
と
を
示
す
一
方

で
、
そ
れ
が
容
與
堂
原
刻
本
と
同
一
の
本
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い

こ
と
を
も
意
味
す
る
。
石
渠
閣
本
が
容
與
堂
原
刻
本
よ
り
古
い
本
文

を
持
つ
可
能
性
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
第
十
三
回
2
ａ
に
見
え
る
次
の
事
例

で
あ
る
。
北
京
で
楊
志
が
周
謹
に
勝
っ
た
の
を
見
た
梁
中
書
が
、
周

謹
の
地
位
を
楊
志
に
与
え
よ
う
す
る
場
面
で
あ
る
。

石
：�

前
官
叅
你
做
箇
軍
中
副
牌
。
量
你
這
般
武
蓺
、
如
何
南
征
北
討
、

容
：
前
官
叅
你
做
個
軍
中
副
牌
。

怎
生
做
的
正
請
受
的
副
牌
。
教
楊
志
替
此
人
職
役
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敎
楊
志
替
此
人
職
役
。

　

「
前
任
者
が
お
ま
え
を
軍
中
副
牌
に
し
た
が
、
こ
の
者
の
職
を
楊

志
に
交
代
さ
せ
よ
」
と
い
う
の
は
い
か
に
も
舌
足
ら
ず
な
言
い
方
で

あ
り
、
石
渠
閣
本
の
よ
う
に
、「
お
ま
え
の
こ
ん
な
武
藝
如
き
で
、

あ
ち
こ
ち
に
遠
征
な
ど
で
き
よ
う
か
。
正
職
の
副
牌
な
ど
で
き
る
も

の
か
」
が
間
に
あ
っ
て
は
じ
め
て
理
解
が
可
能
に
な
る
。
こ
れ
は
、

容
與
堂
本
が
波
線
を
附
し
た
二
つ
の
「
副
牌
」
の
間
を
飛
ば
し
て
し

ま
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
同
詞
脱
文
の
結
果
で
あ
ろ
う
。
前
述
し
た
よ
う

に
、
同
詞
脱
文
の
事
例
は
『
三
國
志
演
義
』
諸
版
本
に
は
多
数
認
め

ら
れ
る
が
、『
水
滸
傳
』
で
は
ほ
と
ん
ど
例
を
見
な
い
。
し
か
し
こ

こ
は
、
同
詞
脱
文
に
由
来
す
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
説
明
不
可
能
で

あ
る
。

　

容
與
堂
原
刻
本
に
こ
の
長
い
脱
落
部
分
が
存
在
し
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
後
の
行
款
が
全
面
的
に
ず
れ
て
く
る
以
上
、
こ
の
脱
落
は
原
刻

本
段
階
で
す
で
に
生
じ
て
い
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
つ
ま
り
、

石
渠
閣
本
が
容
與
堂
原
刻
本
と
同
一
の
本
文
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は

あ
り
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
脱
文
前
の
古
い
本
文
を
持
っ
て

い
る
以
上
、
石
渠
閣
本
が
容
與
堂
本
に
先
行
す
る
内
容
の
本
文
を
伝

え
て
い
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は
な
い
。
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も
う
一
つ
、
こ
の
部
分
の
異
同
か
ら
は
興
味
深
い
事
実
を
導
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
部
分
で
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
は
、

す
べ
て
石
渠
閣
本
と
同
一
の
本
文
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
石
渠

閣
本
は
、
容
與
堂
本
と
石
渠
閣
本
の
み
に
見
ら
れ
、
無
窮
會
蔵
本
以

下
の
諸
本
に
は
存
在
し
な
い
本
文
を
多
数
持
っ
て
い
る
以
上
、
石
渠

閣
本
が
無
窮
會
本
以
下
の
諸
本
の
い
ず
れ
か
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
こ
れ
ら
諸
本
は
容
與
堂
本
で
は
な

く
、
石
渠
閣
本
と
同
文
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
諸
本
が
容
與
堂
本
に
依
拠
し
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る

こ
と
は
、
す
で
に
論
じ
た
通
り
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
そ
れ
が
決
定

的
に
実
証
さ
れ
る
と
と
も
に
、
依
拠
し
た
テ
キ
ス
ト
は
石
渠
閣
本
に

近
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
に
な
る
。
従
来

は
、
筆
者
自
身
を
も
含
め
て
、
容
與
堂
本
の
価
値
を
絶
対
視
し
た
た

め
に
、
こ
う
し
た
異
同
に
つ
い
て
は
後
の
版
本
が
改
変
を
加
え
た
結

果
と
考
え
が
ち
で
あ
っ
た
。
石
渠
閣
本
の
存
在
は
、
そ
う
し
た
先
入

観
を
根
本
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
箇
所
の
み
で

は
、
局
地
的
な
現
象
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
し
き
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
次
章
で
再
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

石
渠
閣
本
が
容
與
堂
原
刻
本
よ
り
古
い
本
文
を
伝
え
て
い
る
と
す

れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
嘉
靖
本
と
の
関
係
が
問
題
に
な
る
。
嘉
靖
本
に
つ

い
て
は
、「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
に
お
い
て
詳
し
く
論
じ
た
の
で
、

こ
こ
で
繰
り
返
す
こ
と
は
し
な
い
が
、
中
国
国
家
図
書
館
に
第
四
十

七
～
四
十
九
回
と
第
五
十
一
～
五
十
五
回
の
み
が
現
存
す
る
残
本
で

あ
り
、
馬
幼
垣
氏
は
萬
暦
中
期
以
降
の
「
垃
圾
本
（
ゴ
ミ
本
）」
と
す

る
が
、
本
文
を
精
査
す
れ
ば
、
佐
藤
晴
彦
氏
や
荒
木
達
雄
氏
が
論
じ
、

更
に
筆
者
も
述
べ
た
よ
う
に
、
容
與
堂
本
に
先
行
す
る
本
文
を
持
つ

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
字
体
や
版
本
の
形
態
か
ら
見
て
も
、
確
実

と
は
い
え
な
い
が
、
嘉
靖
頃
の
刊
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思

わ
れ
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
従
っ
て
、
石
渠
閣
本
の
本
文
の
位
置
づ

け
を
行
う
た
め
に
は
、
嘉
靖
本
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は

不
可
缺
で
あ
る
。
た
だ
し
、
石
渠
閣
本
と
嘉
靖
本
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
氏
岡
論
文
が
す
で
に
詳
細
に
論
じ
、
ま
た
荒
木
達
雄
氏
が
す
で

に
石
渠
閣
本
は
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
中
間
に
あ
た
る
本
文
を
持
つ

旨
述
べ
、
近
い
う
ち
に
専
論
を
発
表
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
た
め
、

こ
こ
で
は
幾
つ
か
の
事
例
を
あ
げ
て
、
石
渠
閣
本
に
つ
い
て
考
え
る

に
と
ど
め
た
い
。

㉙

㉚
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ま
ず
第
四
十
八
回
1
ｂ
の
事
例
を
検
討
し
よ
う
。
祝
家
荘
の
戦
い

の
場
面
で
あ
る
。
氏
岡
論
文
で
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
事
例
で
あ
る
。

石
：
鹿
⻆
都
搽
了
路
口
。

嘉
：
鹿
⻆
都
搽
了
路
口
。

容
：
鹿
𧢲
都
塞
了
路
口
。

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
は
す
べ
て
「
塞
了
路
口
」
で
あ
り
、
天
理
本
・

四
知
館
本
も
同
じ
で
あ
る
。

　

「
搽
」
は
通
常
は
お
白
粉
な
ど
を
塗
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ
の
ま

ま
で
は
意
味
を
取
り
が
た
い
が
、
お
そ
ら
く
道
を
ふ
さ
ぐ
こ
と
を
意

味
す
る
「
叉
」
に
つ
い
て
、
古
く
こ
の
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
表
記
で
は
意
味
を
取
り
に
く
い
た
め
、
容
與
堂
本

以
下
で
は
「
塞
」
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
然
な
が
ら
、

「
塞
」
を
わ
ざ
わ
ざ
「
搽
」
に
書
き
換
え
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

つ
ま
り
、
嘉
靖
本
は
や
は
り
古
い
本
文
を
持
つ
の
で
あ
り
、
石
渠
閣

本
は
こ
れ
と
一
致
し
て
い
る
。

　

続
い
て
第
四
十
九
回
12
ａ
の
例
。
樂
和
が
解
珍
・
解
寶
に
食
事
を

届
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
も
氏
岡
論
文
で
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る

事
例
で
あ
る
。

石
：
把
與
他
兩
箇
觧
珍
觧
寳
們
道

嘉
：
把
與
他
兩
箇
觧
珎
觧
寳
們
道

容
：
把
與
他
兩
個
觧
珍
解
寳
問
道

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
は
、
表
記
こ
そ
異
な
る
が
、
本
文
自
体
は
容
與

堂
本
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
後
に
来
る
セ
リ
フ
は
樂
和
の
も
の
で
あ

り
、
し
た
が
っ
て
「
問
」
で
な
け
れ
ば
お
か
し
い
は
ず
で
あ
る
が
、

嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
は
と
も
に
「
們
」
と
す
る
。
こ
れ
は
誤
り
の
継

承
で
あ
り
、
両
者
が
同
文
の
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

次
に
第
五
十
四
回
10
ａ
の
例
を
あ
げ
よ
う
。
井
戸
の
底
か
ら
柴
進

を
救
出
し
た
場
面
で
あ
る
。

石
：
宋
江
見
柴
進
頭
破
額
烈
、

嘉
：
宋
江
見
柴
進
頭
破
額
烈
、

容
：
宋
江
見
柴
進
頭
破
額
裂
、
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無
窮
會
蔵
本
以
下
は
容
與
堂
本
と
同
じ
で
あ
る
。「
烈
」
は
明
ら

か
に
「
裂
」
の
誤
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
の

間
で
同
じ
誤
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
石
渠
閣
本
は
嘉
靖
本
と
同
一
の
本
文
を
持
つ
わ
け
で
は
な

く
、
荒
木
氏
の
所
説
の
よ
う
に
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
中
間
に
あ

た
る
こ
と
は
、
第
五
十
五
回
11
ａ
の
次
の
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

凌
振
を
帰
順
さ
せ
る
場
面
に
な
る
。

石　
　

：
宋
江
𨚫
又
陪
話
、
再
三
枚
舉
。
凌
振
荅
道
、
小
可
在
此
趋

嘉　
　

：
宋
江
却
又
倍
話
、
再
三
抜
舉
。
凌
振
荅
道
、
小
可
在
此
趨

容　
　

：
宋
江
却
又
陪
話
、
再
三
枚
舉
。
凌
振
荅
道
、
小
可
在
此
趨

無
以
下
：
宋
江
却
又
陪
話
。　
　
　
　
　

凌
振
答
道
、
小
可
在
此
趨

時
不
妨
。

時
不
妨
。

侍
不
妨
。

侍
不
妨
。

　

石
渠
閣
本
は
、「
陪
話
」「
枚
舉
」
に
つ
い
て
は
嘉
靖
本
と
異
な
り
、

容
與
堂
本
と
一
致
す
る
が
、「
趨
時
」
に
つ
い
て
は
、「
趨
」
の
字
体

の
差
は
あ
る
も
の
の
、
嘉
靖
本
と
一
致
す
る
。「
趨
侍
」
の
方
が
普

通
の
表
記
で
あ
り
、
こ
こ
で
も
嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
の
間
で
は
問
題

あ
る
標
記
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
を
総
合
す
る
と
、
氏
岡
論
文
が
述
べ
る
よ
う
に
、
石
渠
閣
本

は
、
嘉
靖
本
と
同
一
の
本
文
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
を
も
と
に
、
若
干
の

修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

す
る
と
、
次
に
は
石
渠
閣
本
と
他
の
版
本
と
の
関
係
が
問
題
に
な
っ

て
く
る
。

五　

石
渠
閣
補
刻
本
と
他
の
版
本
の
関
係

　

石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
以
下
の
諸
版
本
は
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
容
與
堂
本
以
外
の
諸
本
に
つ
い
て
考
え

よ
う
。
諸
本
の
う
ち
、
金
聖
歎
本
は
百
二
十
回
本
（
お
そ
ら
く
全
傳
本
）

に
、
百
二
十
回
本
は
芥
子
園
本
系
統
の
版
本
に
基
づ
く
。
従
っ
て
、

主
と
し
て
問
題
に
な
る
の
は
無
窮
會
蔵
本
と
芥
子
園
本
系
統
（
こ
こ

で
は
芥
子
園
本
に
よ
り
代
表
さ
せ
る
）
と
の
関
係
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

㉜
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第
十
三
回
2
ａ
の
本
文
異
同
か
ら
考
え
て
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の

諸
本
は
、
容
與
堂
本
で
は
な
く
、
石
渠
閣
本
と
同
じ
本
文
に
依
拠
し

て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
と
先
に
述
べ
た
が
、
他
の
箇
所
に
つ
い
て

も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
先
に
あ
げ
た
第
四

十
九
回
12
ａ
の
用
例
の
す
ぐ
前
に
あ
る
一
文
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

石
：
包
節
級
正
在
𠅘
心　

着
看
見
便
喝
道

嘉
：
包
節
級
正
在
𠅘
心　

着
看
見
便
喝
道

容
：
包
節
級
正
在
亭
心
坐
着
看
見
便
喝
道

無
：
包
節
級
正
在
亭
心　

着
看
見
便
喝
道

芥
：
包
節
級
正
在
亭
心
裏　

看
見
便
喝
道

　

嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
は
「
正
在
亭
心
着
」
と
同
じ
本
文
を
持
つ
が
、

こ
れ
で
は
意
味
が
わ
か
ら
な
い
。
容
與
堂
本
は
「
正
在
亭
心
坐
着
」

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
な
ら
理
解
し
や
す
い
が
、
よ
く
見
る
と
下
線

部
は
六
字
分
に
七
字
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
お
そ
ら
く
原
刻
本
は
嘉
靖
本
・
石
渠
閣
本
と
同
じ
本
文
を
持
っ

て
お
り
、
そ
れ
を
で
き
る
だ
け
目
立
た
な
い
形
で
修
正
し
た
の
が
現

存
す
る
テ
キ
ス
ト
（
北
京
本
・
内
閣
本
・
天
理
本
す
べ
て
同
じ
）
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
無
窮
會
蔵
本
は
嘉
靖
本
・
石
渠
閣
本
と
同

一
の
本
文
を
持
ち
、
芥
子
園
本
・
百
二
十
回
本
・
金
聖
歎
本
は

「
着
」
を
「
裏
」
に
改
め
て
、
自
然
な
表
現
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
が
現
存
す
る
容
與
堂
本
に
は

基
づ
い
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
事
例
で
あ
る
。
容
與
堂
本
に
依
拠
し

て
い
れ
ば
、
無
窮
會
蔵
本
の
よ
う
な
本
文
が
出
る
は
ず
も
な
く
、
ま

た
意
味
的
に
全
く
問
題
が
な
い
以
上
、
芥
子
園
本
以
下
の
よ
う
な
書

き
換
え
を
す
る
必
要
も
な
い
。
つ
ま
り
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本

は
、
嘉
靖
本
・
石
渠
閣
本
、
も
し
く
は
容
與
堂
原
刻
本
に
基
づ
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

次
に
第
五
十
三
回
14
ａ
の
例
を
見
よ
う
。
こ
こ
は
補
刻
葉
に
あ
た

る
。
薊
州
で
羅
真
人
が
李
逵
を
こ
ら
し
め
る
た
め
、
府
庁
に
墜
落
さ

せ
た
場
面
で
あ
る
。

石
（
補
）：
都
来
問
道
李
逵
你　
　

端
的
是
甚
麽
人
。

嘉�
：
都
来
問
道
李
逵
你　
　

端
的
是
甚
麽
人
。

容�
：
都
來
問
道　
　

你
這
箇
端
的
是
甚
麽
人
。
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無
・
芥�

：
都
來
問　

李
逵
你　
　

端
的
是
甚
麽
人
。

　

こ
こ
で
も
嘉
靖
本
と
石
渠
閣
本
は
一
致
す
る
。
こ
れ
は
、
補
刻
葉

で
あ
っ
て
も
古
い
本
文
を
忠
実
に
伝
え
て
い
る
事
例
と
い
っ
て
よ
か

ろ
う
。
嘉
靖
本
・
石
渠
閣
本
の
本
文
は
、「
道
」
の
後
に
「
李
逵
」

が
あ
り
、
普
通
に
読
む
と
「
李
逵
、
お
ま
え
は
一
体
何
者
だ
」
と
な

る
が
、
こ
れ
が
セ
リ
フ
と
し
て
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
も
、
薊
州
の
役
人
た
ち
は
李
逵
の
名
を
知
る
は
ず
も
な

い
以
上
、
い
よ
い
よ
不
自
然
に
な
る
。
こ
れ
は
、
早
い
時
期
の
白
話

文
に
お
い
て
、
直
接
話
法
と
間
接
話
法
が
明
確
に
は
区
別
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
思
わ
れ
る
。

　

容
與
堂
本
は
こ
れ
を
合
理
化
す
る
た
め
、「
李
逵
」
を
削
除
し
て
、

か
わ
り
に
「
這
箇
」
を
加
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
無
窮
會
蔵
本
以

下
の
諸
本
は
、「
李
逵
」
を
残
し
、「
道
」
を
削
っ
て
、「
李
逵
」
を

「
問
」
の
目
的
語
と
す
る
こ
と
で
問
題
を
解
決
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

容
與
堂
本
の
本
文
に
依
拠
し
て
い
れ
ば
こ
の
よ
う
な
改
変
を
必
要
と

し
な
い
の
み
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
「
李
逵
」
が
出
て
く
る
こ
と
も
あ

り
え
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
事
例
だ
け
で
は
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
が

依
拠
し
て
い
る
の
は
容
與
堂
原
刻
本
で
あ
る
と
い
う
可
能
性
も
否
定

し
き
れ
な
い
。
し
か
し
、
実
は
石
渠
閣
本
と
無
窮
會
蔵
本
以
下
が
一

致
し
て
、
容
與
堂
本
と
は
異
な
る
事
例
は
多
数
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
第
四
回
2
ｂ
、
魯
達
が
金
老
父
子
と
酒
を
飲
む
場
面
。

石
・
無
・
芥
：�

三
人
慢
慢
地
飲
酒
、
将
及
天
晩
、
只
聼
得
樓
下
打
将

起
來
。（
表
記
は
石
渠
閣
本
に
従
う
）

容　
　
　
　

：�

三
人
慢
慢
地
飲
酒
、
將
及
晩
也
、
只
聽
得
樓
下
打
將

起
來
。

　

容
與
堂
本
系
統
は
、
天
理
本
・
四
知
館
本
も
含
め
て
各
本
同
じ
で

あ
る
。
こ
う
し
た
例
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。
こ
う
し
た
事
例
の
大
部

分
に
つ
い
て
、
従
来
は
筆
者
も
含
め
て
、
容
與
堂
本
の
本
文
を
後
の

版
本
が
改
め
た
も
の
と
認
識
し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
む
し

ろ
容
與
堂
本
の
方
が
誤
っ
て
い
る
、
も
し
く
は
改
変
を
加
え
て
い
る

事
例
の
方
が
多
い
こ
と
が
、
石
渠
閣
本
の
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ

た
の
で
あ
る
。

㉝
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で
は
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
は
補
刻
が
施
さ
れ
る
以
前
の
石

渠
閣
原
本
（
以
下
こ
の
語
を
、
現
存
す
る
石
渠
閣
補
刻
本
の
補
刻
前
の
テ

キ
ス
ト
、
も
し
く
は
そ
れ
と
覆
刻
関
係
に
あ
る
テ
キ
ス
ト
を
指
す
も
の
と
し

て
使
用
す
る
）
に
依
拠
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
一
方

で
は
こ
れ
ら
の
版
本
に
、
石
渠
閣
本
と
は
文
言
を
異
に
し
、
容
與
堂

本
の
う
ち
北
京
本
・
内
閣
本
と
合
致
す
る
事
例
が
幾
つ
も
存
在
す
る

こ
と
は
、
す
で
に
見
て
き
た
通
り
で
あ
る
。
そ
う
し
た
事
例
の
多
く

に
お
い
て
は
、
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
は
、
お
そ
ら
く
容
與
堂
原

刻
本
と
も
合
致
し
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
矛
盾
し
た
状
況
が
生
じ
た
原
因
を
解
明
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
が
、
無
窮
會
蔵
本
・
芥
子
園
本
系
統
諸
本
は
、
石
渠
閣
本
と
同

文
の
テ
キ
ス
ト
に
基
づ
き
つ
つ
、
容
與
堂
本
の
う
ち
北
京
本
も
し
く

は
内
閣
本
を
参
照
し
て
校
訂
を
加
え
た
と
考
え
れ
ば
、
説
明
可
能
で

は
あ
る
。
た
だ
こ
の
場
合
、
芥
子
園
本
系
統
の
諸
本
や
、
そ
れ
を
ほ

ぼ
覆
刻
し
た
百
二
十
回
本
（
新
た
に
追
加
し
た
二
十
回
と
そ
の
前
後
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
容
與
堂
本
を
参
照
し
た
形
跡
が
認
め
ら
れ
な
い
と

い
う
事
実
と
矛
盾
す
る
。

　

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
筆
者
が
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研

究
」
で
論
じ
た
よ
う
に
、
無
窮
會
蔵
本
と
芥
子
園
本
系
統
の
諸
本
に

は
共
通
す
る
原
本
、
筆
者
が
同
論
文
で
「
無
窮
會
原
本
」
と
名
付
け

た
テ
キ
ス
ト
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
示
す

同
論
文
に
附
し
た
系
統
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

㉞

㉟

原
本� 

 
�

郭
武
定
本� 

 
�

嘉
靖
本

�
 
�「
原
本
」� 

 
�

容
與
堂
本

�
 
�

無
窮
会
原
本� 

 
�

無
窮
会
蔵
本

�
 
�

遺
香
堂
・
芥
子
園
原
本� 

 
�

李
玄
伯
旧
蔵
本

遺
香
堂
本　

� 
 
�

全
傳
本� 

 
�

全
書
本

�
 
 
�

芥
子
園
本�

 
 
�

金
聖
歎
本

（
佚
）

（
佚
）
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「
無
窮
會
原
本
」
段
階
で
、
お
そ
ら
く
は
や
や
先
行
し
て
同
じ
テ

キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
作
ら
れ
た
容
與
堂
本
を
参
考
に
し
て
改
変
が
加

え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、「
無
窮
會
原
本
」
を
も
と
に

し
て
、
無
窮
會
蔵
本
と
芥
子
園
本
系
統
の
原
本
が
別
々
に
作
ら
れ
た

と
考
え
れ
ば
、
矛
盾
は
ほ
ぼ
解
決
す
る
。

　

無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
の
中
で
は
、
無
窮
會
蔵
本
が
石
渠
閣
本

と
最
も
密
接
な
関
係
を
持
つ
こ
と
は
、
し
ば
し
ば
こ
の
両
者
に
お
い

て
「
杯
」「
盃
」、「
牀
」「
床
」
な
ど
の
書
き
分
け
が
一
致
す
る
点
か

ら
も
う
か
が
わ
れ
る
が
、
特
に
第
五
回
12
ｂ
の
次
の
例
は
両
者
の
関

係
が
近
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

石
：
約
莫
走
了
五
七
十
里
多
路
。

容
：
約
莫
走
了
五
六
十
里
多
路
。

無
：
約
莫
走
了
五
七
十
里
多
路
。

芥
：
約
莫
走
了
五
六
十
里
多
路
。

　

石
渠
閣
本
と
無
窮
會
蔵
本
の
み
が
一
致
し
て
い
る
。
更
に
第
四
回

16
ａ
、
魯
智
深
が
五
臺
山
で
暴
れ
る
場
面
を
あ
げ
よ
う
。

石
：
呌
起
一
班
執
事
僧
人

容
：
叫
起
一
班
職
事
僧
人

無
：
叫
起
一
班
執
事
僧
人

芥
：
叫
起
一
班
職
事
僧
人

　

石
渠
閣
本
と
無
窮
會
蔵
本
の
み
が
「
執
事
僧
人
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
前
後
で
は
、
同
一
の
単
語
を
こ
の
両
本
も
「
職
事
僧

人
」
と
表
記
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
は
誤
り
が
継
承
さ
れ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
石
渠
閣
本
は
誤
字
の
少
な
い
テ
キ

ス
ト
だ
が
、
こ
こ
は
珍
し
く
誤
っ
た
部
分
で
、
そ
の
誤
字
が
無
窮
會

蔵
本
と
一
致
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
事
例
か
ら
見
て
、
無
窮
會
蔵
本
と
石
渠
閣
本
は
か

な
り
近
い
本
文
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
事
実
を
踏

ま
え
れ
ば
、
先
の
図
に
お
け
る
郭
武
定
本
か
ら
出
た
「
原
本
」
の
位

置
に
当
た
る
も
の
が
石
渠
閣
原
本
だ
と
見
な
す
こ
と
に
よ
り
、
全
体

の
状
況
を
ほ
ぼ
合
理
的
に
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
即
ち
、

郭
武
定
本
の
本
文
を
か
な
り
忠
実
に
受
け
継
い
だ
の
が
嘉
靖
本
で
あ

る
の
に
対
し
、
多
少
の
修
正
を
加
え
た
の
が
石
渠
閣
原
本
で
あ
り
、
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そ
れ
に
基
づ
い
て
、
多
少
の
ミ
ス
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
忠
実
に
翻

刻
し
た
容
與
堂
原
本
と
、
お
そ
ら
く
や
や
遅
れ
て
、
詩
詞
韻
文
を
一

定
量
削
除
し
、
先
行
し
て
刊
行
さ
れ
た
容
與
堂
本
を
参
考
に
し
て
あ

る
程
度
手
を
加
え
た
無
窮
會
原
本
が
作
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
無
窮
會

原
本
か
ら
詩
詞
韻
文
を
更
に
削
除
し
た
の
が
無
窮
會
蔵
本
、
違
う
や

り
方
で
手
を
加
え
、
詩
詞
韻
文
を
増
補
し
た
の
が
芥
子
園
原
本
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

す
る
と
、
次
に
問
題
に
な
る
の
は
石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
の
関
係

で
あ
る
。
さ
き
の
仮
説
に
従
え
ば
、
容
與
堂
本
は
石
渠
閣
原
本
か
ら

出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
を
論
証
す
る
こ
と
は
可
能
な
の
か
。

　

石
渠
閣
本
と
容
與
堂
本
は
、
本
文
が
非
常
に
近
い
の
み
な
ら
ず
、

一
部
で
用
字
法
ま
で
が
一
致
す
る
。
例
え
ば
第
六
十
二
回
で
は
、
容

與
堂
本
は
15
ａ
を
境
に
し
て
、
そ
れ
ま
で
基
本
的
に
「
箇
」「
裏
」

を
使
用
し
て
い
た
も
の
が
、「
個
」
と
「
裡
（
一
部
「
裏
」
を
使
用
）」

に
変
化
す
る
。
そ
し
て
、
石
渠
閣
本
も
同
じ
箇
所
で
用
字
法
が
変
化

し
、
基
本
的
に
容
與
堂
本
と
同
じ
表
記
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
響
」「
嚮
」
も
、
第
六
十
一
・
二
回
に
お
い
て
容
與
堂
本
は
双
方

を
使
用
し
て
お
り
、
石
渠
閣
本
の
こ
の
二
字
の
使
い
分
け
は
、
容
與

堂
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
容
與
堂
本
11
ａ
で
は
、

「
這
里
」
に
統
一
す
る
と
い
う
原
則
に
反
し
て
「
這
裏
」
が
使
用
さ

れ
て
い
る
が
、
石
渠
閣
本
も
や
は
り
「
這
里
」
を
原
則
と
し
な
が
ら
、

こ
こ
で
は
「
這
裏
」
を
用
い
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
十
三
回
に
お
い

て
、
容
與
堂
本
で
は
8
ａ
で
「
武
蓺
」、
8
ｂ
で
「
武
藝
」
と
近
接

し
た
箇
所
で
二
通
り
の
表
記
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
石
渠
閣

本
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
で
全
く
同
じ
表
記
を
使
用
し
て
い
る
。
ち

な
み
に
四
知
館
本
も
同
じ
で
あ
り
、
こ
れ
は
四
知
館
本
が
容
與
堂
本

の
忠
実
な
翻
刻
で
あ
る
こ
と
を
示
す
好
例
と
い
っ
て
よ
い
が
、
石
渠

閣
本
の
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
石
渠
閣
本

が
容
與
堂
本
に
依
拠
し
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と

こ
の
場
合
は
、
四
知
館
本
と
は
逆
の
こ
と
が
い
え
る
こ
と
に
な
る
。

つ
ま
り
、
容
與
堂
本
は
石
渠
閣
原
本
に
直
接
依
拠
し
て
い
る
可
能
性

が
浮
上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

容
與
堂
本
に
お
い
て
形
式
上
問
題
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
と
、
そ
の
問
題
が
石
渠
閣
本
と
同
じ
版
面
に
由
来
す
る
可
能

性
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
容
與
堂
本
の
第
二
十
七
回
5
ｂ
の
事
例
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
孫
二
娘
を
描
写
す
る
四
六
の
美
文
が
置
か
れ
て
い
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る
の
だ
が
、
前
に
は
「
見
那
婦
人
如
何
（
そ
の
女
の
様
や
い
か
に
）」

と
あ
る
だ
け
で
、
通
常
な
ら
あ
る
べ
き
「
但
見
」
が
な
い
。
こ
れ
は

無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
で
も
同
様
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
こ
に
限
っ
て

「
但
見
」
が
な
い
の
か
。

　

そ
こ
で
石
渠
閣
本
の
同
回
5
ａ
を
見
る
と
、「
見
那
婦
人
如
何
」

が
ち
ょ
う
ど
行
末
に
位
置
し
て
い
る
。
も
し
「
但
見
」
を
つ
け
る
と
、

四
六
は
改
行
し
て
一
字
下
げ
に
す
る
の
が
原
則
で
あ
る
た
め
、
わ
ず

か
二
字
の
た
め
に
一
行
が
増
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
石

渠
閣
本
は
、
行
数
を
か
せ
ぐ
た
め
に
、
な
く
て
も
意
味
上
問
題
の
な

い
「
但
見
」
を
削
除
し
た
の
で
は
な
い
か
。
も
し
こ
の
推
論
が
正
し

け
れ
ば
、
容
與
堂
本
は
も
と
よ
り
、
そ
の
他
の
諸
本
も
す
べ
て
こ
の

版
式
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
出
た
こ
と
に
な
る
。

　

同
様
の
例
を
第
二
十
八
回
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
武
松
が

施
恩
に
自
分
を
歓
待
す
る
理
由
を
説
明
す
る
よ
う
求
め
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
容
與
堂
本
で
は
10
ｂ
に
あ
た
る
こ
の
部
分
の
本
文
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

石　
　

：
今
畨
須
同　

説
知
。

容　
　

：
今
畨
須
同　

説
知
。

無
・
芥
：
今
番
須
用　

説
知
。

天
理　

：
今
番
須
同
我
説
知
。

　

天
理
本
は
「
同
我
」
を
二
字
一
格
と
し
て
い
る
。
内
閣
本
は
不
鮮

明
だ
が
、
お
そ
ら
く
天
理
本
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
。
四
知
館
本
は
北

京
本
と
合
致
す
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
こ
こ
で
は
天
理
本

は
内
閣
本
に
依
拠
し
て
修
正
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

天
理
本
が
修
正
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、「
今
番

須
同
説
知
」
で
は
意
味
を
な
さ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
無
窮
會
蔵
本
以
下

の
諸
本
は
「
同
」
を
「
用
」
に
改
め
て
合
理
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
、
元
来
は
「
同
我
」
で
あ
っ
た
も
の
の
「
我
」
が
何
ら
か
の

理
由
で
脱
落
し
た
結
果
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

脱
落
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か
。
石
渠
閣
本
9
ａ
は
容
與
堂
本
と
同
様

「
今
畨
須
同
説
知
」
だ
が
、「
同
」
が
行
末
、「
説
」
が
次
行
の
行
頭

に
当
た
る
。
こ
の
た
め
、
改
行
に
あ
た
り
「
我
」
を
飛
ば
し
て
し
ま

っ
た
と
い
う
の
が
、
ミ
ス
が
発
生
し
た
原
因
の
最
も
合
理
的
な
説
明

で
あ
ろ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
や
は
り
他
の
す
べ
て
の
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版
本
は
、
こ
の
版
式
の
テ
キ
ス
ト
か
ら
出
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
も
そ
も
、
石
渠
閣
本
の
行
款
は
、『
水
滸
傳
』
本
文
を
刊
行
す

る
に
は
最
適
の
も
の
で
あ
る
。
半
葉
十
二
行
、
行
二
十
四
字
で
、
回

頭
に
通
常
置
か
れ
る
七
言
詩
は
、
七
言
三
句
が
上
と
間
に
一
格
ず
つ

空
間
を
空
け
て
き
れ
い
に
収
ま
る
形
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
容
與

堂
本
は
半
葉
十
一
行
、
行
二
十
二
字
で
、
こ
れ
で
は
一
行
に
三
句
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、
二
字
が
は
み
だ
す
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ

う
な
版
式
が
当
初
か
ら
取
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
（
な
お
、

無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
は
、
金
聖
歎
本
を
除
い
て
す
べ
て
容
與
堂
本
同
様

一
行
二
十
二
字
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
各
回
回
頭
の
詩
を
削
除
し
て
お
り
、

篇
中
で
詩
が
引
か
れ
る
場
合
に
は
、
一
行
に
二
句
の
み
と
い
う
贅
沢
な
配
置

を
取
っ
て
い
る
た
め
、
こ
う
し
た
問
題
は
目
に
つ
か
な
い
）。

　

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
す
る
と
、
容
與
堂
本
は
、
石
渠
閣
本
と
同
じ

本
文
と
版
式
を
持
つ
テ
キ
ス
ト
に
依
拠
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。
つ
ま
り
石
渠
閣
原
本
は
、
従
来
最
古
最
良
の
テ

キ
ス
ト
と
考
え
ら
れ
て
き
た
容
與
堂
本
（
北
京
本
）
の
更
に
も
と
に

な
っ
た
版
本
で
あ
り
、
な
お
か
つ
嘉
靖
本
を
除
く
現
存
す
る
す
べ
て

の
テ
キ
ス
ト
の
源
流
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
現
存
す
る
二
つ
の
石
渠
閣
補
刻
本

は
、
そ
の
大
部
分
に
お
い
て
原
本
の
本
文
を
残
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

六　

石
渠
閣
補
刻
本
（
平
田
氏
蔵
本
）
の
価
値

　

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
現
存
す
る
二
つ
の
石
渠
閣
補
刻
本
は
、

そ
の
大
部
分
に
お
い
て
、
残
本
で
あ
る
嘉
靖
本
を
別
に
す
れ
ば
、
現

存
す
る
中
で
最
も
古
い
本
文
を
残
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
更

に
上
原
・
荒
木
両
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
今
回
世
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
平
田
氏
蔵
本
は
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
よ
り
刷
り
が

早
く
、
ま
た
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
で
は
補
刻
葉
に
な
っ
て
い
る
第

十
五
回
第
一
・
二
葉
に
つ
い
て
は
原
刻
葉
を
残
し
て
い
る
。
つ
ま
り

平
田
氏
蔵
本
は
、
よ
り
正
確
な
本
文
を
持
つ
と
い
う
点
で
、
第
二
回

ま
で
の
初
め
の
部
分
が
缺
け
て
は
い
る
も
の
の
、
計
り
知
れ
な
い
価

値
を
有
す
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　

そ
こ
で
、
石
渠
閣
本
の
み
が
独
自
の
本
文
を
持
つ
少
数
の
箇
所
に

つ
い
て
は
、
特
に
そ
の
重
要
性
が
際
だ
つ
こ
と
に
な
る
。
最
も
注
目

さ
れ
る
の
は
第
十
一
回
10
ｂ
、
梁
山
泊
に
入
る
た
め
「
投
名
状
」
を

求
め
ら
れ
た
林
冲
が
旅
人
を
待
ち
伏
せ
す
る
場
面
で
あ
る
。
容
與
堂
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

本
12
ａ
と
対
比
し
て
み
よ
う
（
無
窮
會
蔵
本
以
下
の
諸
本
も
字
形
を
除

け
ば
容
與
堂
本
に
同
じ
）。
傍
線
部
は
石
渠
閣
本
の
み
に
あ
る
部
分
、

波
線
部
は
石
渠
閣
本
に
は
な
い
部
分
で
あ
る
。

石
（
補
）：
只
見
那
個
人
遠
遠
在
山
坡
下
大
歩
行
來
。
林
冲
将
身
蹲

容�

：
只
見
那
個
人
遠
遠
在
山
坡
下
、
望
見
行
來
、

在
林
子
樹
科
裏
、
一
眼
覷邱
定
、
只
待
那
人
來
得
較
近
、
𨚫　

把
朴
刀

�

待
他　

來
得
較
近
、
林
冲
把
朴
刀

桿
剪
了
一
下
。

桿
翦
了
一
下
。

　

他
の
テ
キ
ス
ト
に
は
存
在
し
な
い
本
文
が
、
石
渠
閣
本
の
み
に
存

在
す
る
こ
と
に
な
る
。
問
題
は
、
元
来
な
か
っ
た
も
の
を
石
渠
閣
本

が
附
け
加
え
た
の
か
、
そ
れ
と
も
容
與
堂
本
以
下
の
諸
本
が
脱
落
さ

せ
た
、
も
し
く
は
削
除
し
た
の
か
で
あ
る
。
石
渠
閣
本
は
「
そ
の
男

が
遠
く
山
の
麓
を
大
股
に
や
っ
て
来
る
の
が
見
え
た
、
林
冲
は
林
の

木
の
枝
の
中
に
う
ず
く
ま
っ
て
、
し
っ
か
と
見
定
め
る
と
、
そ
の
男

が
近
く
ま
で
来
る
の
を
じ
っ
と
待
っ
て
か
ら
、
朴
刀
の
柄
を
揮
っ

た
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
の
に
対
し
、
容
與
堂
以
下
の
版
本
は
「
そ

の
男
が
遠
く
山
の
下
に
見
え
た
。
や
っ
て
来
る
の
を
遠
く
か
ら
見
て
、

近
く
ま
で
来
る
の
を
待
つ
と
、
林
冲
は
朴
刀
の
柄
を
揮
っ
た
」
と
な

る
。「
只
見
」
は
状
況
描
写
を
導
く
テ
ク
ニ
カ
ル
タ
ー
ム
だ
が
、
こ
こ

で
は
同
時
に
林
冲
の
目
か
ら
見
え
た
と
い
う
意
味
も
含
む
で
あ
ろ
う
。

容
與
堂
本
以
下
の
諸
本
の
本
文
で
は
、
す
ぐ
後
に
「
望
見
」
が
あ
っ

て
意
味
が
重
複
す
る
上
に
、
一
連
の
動
作
の
主
体
が
明
確
で
は
な
い
。

　

こ
の
部
分
は
康
煕
五
年
の
補
刻
葉
で
あ
る
が
、
も
し
他
版
本
に
な

い
部
分
が
補
刻
時
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
続
く
原
刻
葉
で

あ
る
11
ａ
と
の
間
で
字
数
の
ず
れ
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、

そ
の
形
跡
は
全
く
な
い
。
つ
ま
り
、
原
刻
段
階
の
本
文
も
こ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
容
與
堂
本
の
本
文
は
、
先
に
述

べ
た
よ
う
に
問
題
の
あ
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
読
め
な
い
と
い
う
ほ

ど
で
は
な
い
。
事
実
こ
の
部
分
に
つ
い
て
本
文
に
問
題
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な
く
、
問
題
箇
所
を
訂
正
す
る
こ
と

の
多
い
金
聖
歎
本
も
こ
の
本
文
に
従
っ
て
い
る
。
逆
に
い
う
と
、
石



中
国
文
学
報　

第
九
十
一
册

─ 152─

渠
閣
本
が
わ
ざ
わ
ざ
新
し
い
本
文
を
附
け
加
え
る
必
要
も
な
い
の
で

あ
り
、
実
際
石
渠
閣
本
全
体
を
見
渡
し
て
も
そ
の
よ
う
な
事
例
は
他

に
な
い
。
こ
の
こ
と
と
、
石
渠
閣
本
が
全
体
に
容
與
堂
本
よ
り
古
い

本
文
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
容
與

堂
本
段
階
で
こ
の
本
文
が
脱
落
し
た
、
も
し
く
は
書
き
換
え
ら
れ
た

と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
原
因
は
不
明
だ
が
、
石

渠
閣
本
で
は
「
坡
下
大
歩
行
來
。
林
冲
将
身
蹲
在
林
子
樹
科
裏
、
一

眼
覰
定
、
只
待
那
」
と
、
脱
落
し
て
い
る
部
分
の
大
半
が
一
行
に
収

ま
っ
て
お
り
、
容
與
堂
本
の
底
本
に
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
で
は
、
何
ら

か
の
事
情
で
こ
の
行
が
見
え
な
か
っ
た
、
も
し
く
は
脱
落
し
て
い
た

可
能
性
が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
の
版
本
も
同
様
の
本
文
を
持

つ
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
は
無
窮
會
原
本
の
底
本
で
も
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
『
水
滸

傳
』
の
本
文
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

　

で
は
、
石
渠
閣
補
刻
本
は
『
水
滸
傳
』
テ
キ
ス
ト
の
中
で
ど
の
よ

う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
も
と
よ
り
断
言
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
嘉
靖
本
と
容
與
堂
本
の
中
間
に
位
置
す
る
本
文
を
持
つ
こ
と

か
ら
考
え
る
と
、
郭
武
定
本
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
テ
キ
ス
ト
、

つ
ま
り
い
わ
ゆ
る
天
都
外
臣
序
本
の
本
文
が
こ
れ
に
当
た
る
可
能
性

は
か
な
り
高
い
。
つ
ま
り
本
文
か
ら
も
、
こ
の
補
刻
を
施
す
前
の
石

渠
閣
本
が
天
都
外
臣
序
本
で
あ
る
可
能
性
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
も
し
仮
に
天
都
外
臣
序
本
で
は
な
い
と
し
て
も
、
石
渠
閣
補

刻
本
が
容
與
堂
本
の
前
段
階
の
本
文
を
伝
え
る
、
つ
ま
り
郭
武
定
本

の
原
貌
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
極
め
て
重
要
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、

計
り
知
れ
な
い
価
値
を
持
つ
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
々
注
記
は
し
て
い
な
い
が
、
本
論
文
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
平
田

昌
司
・
上
原
究
一
・
荒
木
達
雄
の
諸
氏
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
助
言
を
い
た
だ

い
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

本
論
文
は
、
平
成
三
十
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
・
課

題
番
号
一
六
〇
二
五
九
二
「『
水
滸
伝
』
本
文
の
研
究
」
の
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

註①　

高
島
俊
男
「
水
滸
傳
『
石
渠
閣
補
刊
本
』
研
究
序
説
」（『
伊
藤
漱
平

教
授
退
官
記
念　

中
国
学
論
集
』〔
汲
古
書
院
一
九
八
六
〕
五
五
一
～

五
八
九
頁
）。

②　
『
呉
曉
鈴
集
』（
河
北
教
育
出
版
社
二
〇
〇
六
）
第
一
巻
に
収
録
。

③　

高
島
氏
は
同
論
文
執
筆
時
期
の
一
般
的
見
解
に
従
っ
て
楊
定
見
本
と
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『
水
滸
傳
』
石
渠
閣
補
刻
本
本
文
の
研
究
（
小
松
）

す
る
が
、
今
日
で
は
こ
の
呼
称
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
發

凡
」
は
、
全
伝
本
の
み
な
ら
ず
、
郁
郁
堂
本
な
ど
の
全
書
本
に
も
附
さ

れ
て
お
り
、
百
二
十
回
本
に
共
通
す
る
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。

④　

聶
紺
弩
「《
水
滸
》
五
論　

五
」（『
中
国
古
典
小
説
論
集
』〔
上
海
古

籍
出
版
社
一
九
八
一
〕。「
論
《
水
滸
》
的
繁
本
與
簡
本
」
と
し
て
『
中

華
文
史
論
叢
』
一
九
八
〇
年
二
月
に
発
表
後
改
稿
）。

⑤　

馬
幼
垣
「
嘉
靖
殘
本
《
水
滸
傳
》
非
郭
武
定
刻
本
辨
」（『
水
滸
二

論
』〔
三
聯
書
店
二
〇
〇
七
〕
所
収
。
該
当
箇
所
は
同
書
七
十
四
頁
）。

⑥　

荒
木
達
雄
「〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
期
の
「
水
滸
傳
」
文
繁
本

系
統
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
六
十
四
集
〔
二
〇
一
二
年
十
月
〕）。

⑦　

荒
木
前
掲
論
文
及
び
小
松
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」（『
京
都
府
立
大

学
学
術
報
告　

人
文
』
第
六
十
八
号
〔
二
〇
一
六
年
十
二
月
〕）。

⑧　

本
論
文
の
第
一
稿
脱
稿
後
、
中
国
国
家
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
中
華
古
籍
資
源
庫
」
に
お
い
て
、
石
渠
閣
補
刻
本
全
冊
の
画
像
が
公

開
さ
れ
、
全
文
の
調
査
が
可
能
に
な
っ
た
。
こ
こ
で
は
執
筆
時
の
事
情

に
鑑
み
、
当
時
の
状
況
に
基
づ
く
本
文
の
ま
ま
と
す
る
。

⑨　

各
本
の
詳
し
い
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、
小
松
「『
水
滸
傳
』
諸
本

考
」
五
十
七
～
五
十
九
頁
及
び
小
松
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
文

学
的
側
面
に
つ
い
て
」（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
六
十

九
号
〔
二
〇
一
七
年
十
二
月
〕）
十
二
～
十
四
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

⑩　
『
萬
暦
野
獲
編
』（
中
華
書
局
一
九
五
九
）
一
三
九
頁
。

⑪　

井
口
千
雪
『
三
國
志
演
義
成
立
史
の
研
究
』（
汲
古
書
院
二
〇
一

六
）「
序
章
」
一
二
一
～
一
二
二
頁
注
46
。

⑫　

井
口
千
雪
「
明
朝
勲
戚
武
定
侯
郭
氏
と
文
学
─
家
譜
・
年
譜
─
」

（『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告　

人
文
』
第
68
号
〔
二
〇
一
六
年
十
二

月
〕
一
一
三
頁
。

⑬　
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」
八
八
～
八
九
頁
。

⑭　

馬
幼
垣
「
從
掛
名
天
都
外
臣
序
本
《
水
滸
傳
》
的
挿
圖
看
該
書
素

質
」（『
水
滸
二
論
』
四
一
一
～
四
二
二
頁
）。

⑮　

宮
内
庁
書
陵
部
藏
徳
山
毛
利
家
旧
蔵
『
忠
義
水
滸
全
傳
』
に
よ
る
。

⑯　

周
亮
工
『
書
影
』（
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
一
）
八
～
九
頁
に
よ

る
。

⑰　

通
常
の
致
語
の
定
義
に
つ
い
て
は
、
何
心
『
水
滸
研
究
』（
上
海
文

藝
出
版
社
一
九
五
四
。
こ
こ
で
は
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
五
の
増
訂

本
に
よ
る
）
七
「〝
致
語
〟
與
〝
燈
花
婆
婆
〟」
一
一
五
～
一
二
一
頁
参

照
。

⑱　

鄧
雷
「《
水
滸
傳
》
天
都
外
臣
序
言
考
辨
」（『
臨
沂
大
学
学
報
》
第

37
巻
第
1
期
〔
二
〇
一
五
年
二
月
〕）
の
指
摘
に
よ
る
。『
玉
劍
尊
聞
』

の
本
文
は
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
八
六
の
順
治
十
四
年
序
刊
本
影
印
四

〇
八
～
四
一
三
頁
に
よ
る
。

⑲　
『
続
修
四
庫
全
書
』
第
一
一
四
三
冊
五
四
六
頁
の
影
印
に
よ
る
。

⑳　
「
水
滸
傳
諸
本
考
」
八
八
～
八
九
頁
。

㉑　
「
致
語
」
に
つ
い
て
は
、
何
心
の
⑰
前
掲
書
以
下
言
及
が
多
い
。
詳

し
く
は
高
島
俊
男
前
掲
論
文
注
（
27
）
参
照
。
従
来
の
研
究
に
お
い
て

は
、
全
体
に
「
致
語
」
が
存
在
し
た
こ
と
に
は
否
定
的
で
あ
り
、
何
心

を
は
じ
め
と
し
て
各
回
頭
の
詩
詞
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
意
見
が
多
い
。
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「
燈
花
婆
婆
」
に
つ
い
て
は
、
堀
誠
「「
燈
花
婆
婆
」
話
本
考
」（『
中

国
文
学
研
究
』
第
六
号
（
一
九
八
〇
年
十
二
月
）
参
照
。

㉒　

王
重
民
『
中
国
善
本
書
提
要
』（
明
文
書
局
一
九
八
四
）「
集
部　

總

集
類
」
四
三
〇
頁
。
な
お
洪
楩
刊
の
『
唐
詩
紀
事
』
は
「
四
部
叢
刊
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

㉓　
『
明
實
録
』「
世
宗
」
巻
五
一
五　

嘉
靖
四
十
一
年
十
一
月
丁
亥
、

『
萬
暦
野
獲
編
』
補
遺
巻
二
「
吏
部
」「
二
胡
暴
貴
不
終
」
八
四
二
頁
。

㉔　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
松
『
中
国
古
典
演
劇
研
究
』（
汲
古
書
院
二

〇
〇
一
）
Ⅱ
の
第
四
章
「
明
刊
本
刊
行
の
要
因
」
一
五
〇
～
一
五
七
頁

参
照
。

㉕　

小
松
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
「
表
記
」
に
つ
い
て
」（『
和
漢

語
文
研
究
』
第
十
五
号
〔
二
〇
一
七
年
十
一
月
〕）
二
二
～
二
三
頁
。

㉖　
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
「
表
記
」
に
つ
い
て
」
六
～
七
頁
。

㉗　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
氏
岡
真
士
「
容
与
堂
本
『
水
滸
伝
』
3
種
に
つ

い
て
」（『
中
国
古
典
小
説
研
究
』
第
19
号
〔
二
〇
一
六
年
三
月
〕）
及

び
「
水
滸
伝
諸
本
考
」
八
二
～
八
八
頁
参
照
。

㉘　
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
「
表
記
」
に
つ
い
て
」
七
～
十
一
頁
。

㉙　
「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」（
全
体
に
わ
た
る
た
め
、
ペ
ー
ジ
数
は
示
さ

な
い
）。

㉚　

馬
幼
垣
「
嘉
靖
殘
本
《
水
滸
傳
》
非
郭
武
定
刻
本
辨
」（『
水
滸
二

論
』〔
三
聯
書
店
二
〇
〇
七
〕
所
収
。
該
当
箇
所
は
同
書
七
十
四
頁
）・

佐
藤
晴
彦
「
國
家
圖
書
館
藏
『
水
滸
傳
』
殘
巻
に
つ
い
て
─
〝
嘉
靖
〟

本
か
？
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
五
十
七
号
（
二
〇
〇
五
年
十

月
）・
荒
木
達
雄
「〝
嘉
靖
本
〟「
水
滸
傳
」
と
初
期
の
「
水
滸
傳
」
文

繁
本
系
統
」・「『
水
滸
傳
』
諸
本
考
」。

㉛　

荒
木
達
雄
「
石
渠
閣
出
版
活
動
和
《
水
滸
伝
》
之
補
刻
」。

㉜　

笠
井
直
美
「
李
宗
侗
（
玄
伯
）
旧
蔵
『
忠
義
水
滸
傳
』」（『
東
洋
文

化
研
究
所
紀
要
』
百
三
十
一
冊
〔
一
九
九
六
年
十
一
月
〕）。

㉝　
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
文
学
的
側
面
に
つ
い
て
─
」
三
一
～
三

五
頁
。

㉞　
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
」
65
～
70
頁
。

㉟　
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
」
の
全
体
に
わ
た
っ
て
こ
の
問
題
を
論
じ

て
い
る
た
め
、
ペ
ー
ジ
数
を
附
さ
な
い
。
た
だ
し
、
同
論
文
は
芥
子
園

本
系
統
の
テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
見
落
と
し
、
百
二
十
回
本
を
用
い
て
議

論
を
進
め
て
お
り
、
同
論
文
末
の
系
統
図
に
も
、
ミ
ス
プ
リ
ン
ト
も
含

め
て
誤
り
が
多
い
。
こ
の
点
は
「『
水
滸
傳
』
本
文
の
研
究
─
文
学
的

側
面
に
つ
い
て
─
」
一
一
～
一
七
頁
で
修
正
を
加
え
て
い
る
。
こ
こ
に

示
す
系
統
図
は
、
同
論
文
に
掲
載
し
た
修
正
後
の
も
の
で
あ
る
。




